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大山町告示第５４号 

 

 平成１９年第８回大山町議会定例会を次のとおり招集する 

 

平成１９年９月７日  

                        大山町長 山 口 隆 之 

 

１ 日 時  平成１９年９月１２日 午前１０時００分 

 

２ 場 所  大山町役場議場 

                                                

○開会日に応招した議員 

   近 藤 大 介          西 尾 寿 博  

 吉 原 美智恵          遠 藤 幸 子  

   敦 賀 亀 義          森 田 増 範  

 川 島 正 寿          岩 井 美保子  

 秋 田 美喜雄          尾 古 博 文  

 諸 遊 壌 司          足 立 敏 雄  

 小 原 力 三          岡 田   聰  

 二 宮 淳 一                椎 木   学  

 野 口 俊 明                 沢 田 正 己     

 荒 松 廣 志                 西 山 富三郎     

 鹿 島   功  

                                        

○応招しなかった議員  

         なし     
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第 ８ 回 大 山 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第１日） 

平成１９年９月１２日（水曜日）        

                                        

議事日程 

                           平成１９年９月１２日 午前１０時００分開会  

１ 開会（開議）宣告  

１ 議事日程の報告  

日程第  １   会議録署名議員の指名について  

日程第  ２   会期の決定について  

日程第  ３ 諸般の報告  

日程第  ４   議案第 93 号 平成 18 年度大山町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第  ５   議案第 94 号 平成 18 年度大山町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定に  

ついて         

日程第  ６   議案第 95 号 平成 18 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳 

出決算の認定について  

日程第  ７   議案第 96 号   平成 18 年度大山町開拓専用水道特別会計歳入歳出決算の認  

定について  

日程第  ８   議案第 97 号   平成 18 年度大山町地域休養施設特別会計歳入歳出決算の認  

定について  

日程第  ９   議案第  98 号 平成 18 年度大山町老人居室整備資金及び障害者住宅整備資  

金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について  

日程第  10  議案第  99 号 平成 18 年度大山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について  

日程第  11  議案第 100 号 平成 18 年度大山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認  

定について  

日程第  12  議案第 101 号 平成 18 年度大山町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決  

算の認定について  

日程第  13 議案第 102 号   平成 18 年度大山町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に  

ついて  

日程第  14 議案第 103 号 平成 18 年度大山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に  

ついて  

日程第  15  議案第 104 号 平成 18 年度大山町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認  

定について  

日程第  16 議案第 105 号 平成 18 年度大山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
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の認定について  

日程第  17 議案第 106 号 平成 18 年度大山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の  

認定について  

日程第  18 議案第 107 号 平成 18 年度大山町風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認  

定について  

日程第  19 議案第 108 号 平成 18 年度大山町温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて  

日程第  20 議案第 109 号 平成 18 年度大山町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認

定について  

日程第  21 議案第 110 号   平成 18 年度大山町水道事業会計決算の認定について  

日程第  22 議案第 111 号   平成 18 年度大山町索道事業会計決算の認定について  

日程第  23 議案第 112 号 大山町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例について  

日程第  24 議案第 113 号 郵政民営化法等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例  

の制定について  

日程第  25 議案第  114 号 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴う関  

係条例の整備に関する条例の制定について  

日程第  26 議案第  115 号 鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議に  

ついて  

日程第  27 議案第  116 号 町道路線の認定について（末吉末長線）  

日程第  28 議案第  117 号 町有財産の売払いについて  

日程第  29 議案第  118 号 平成 19 年度大山町一般会計補正予算（第 3 号）  

日程第  30 議案第 119 号   平成 19 年度大山町国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 

日程第  31 議案第  120 号 平成 19 年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算  

（第 1 号） 

日程第  32 議案第  121 号 平成 19 年度大山町介護保険特別会計補正予算（第 1 号）  

日程第  33 議案第  122 号 平成 19 年度大山町介護保険事業特別会計補正予算  

（第１号） 

日程第  34 議案第  123 号 平成 19 年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予算  

（第 1 号） 

日程第  35 議案第  124 号 平成 19 年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算  

（第 1 号） 

日程第  36 議案第  125 号 平成 19 年度大山町温泉事業特別会計補正予算（第 1 号）  

日程第  37 議案第  126 号 平成 19 年度大山町宅地造成事業特別会計補正予算  

（第 1 号） 
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日程第  38 議案第  127 号 平成 19 年度大山町情報通信事業特別会計補正予算  

（第 2 号） 

日程第  39 議案第 128 号 平成 19 年度大山町水道事業会計補正予算（第 2 号）  

日程第 40 総務常任委員会の調査報告について 

日程第 41 教育民生常任委員会の調査報告について 

日程第 42 経済建設常任委員会の調査報告について                 

                                         

本日の会議に付した事件 

１ 開会（開議）宣告  

１ 議事日程の報告  

日程第  １   会議録署名議員の指名について  

日程第  ２   会期の決定について  

日程第  ３ 諸般の報告  

日程第  ４   議案第 93 号 平成 18 年度大山町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第  ５   議案第 94 号 平成 18 年度大山町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定に  

ついて         

日程第  ６   議案第 95 号 平成 18 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳 

出決算の認定について  

日程第  ７   議案第 96 号   平成 18 年度大山町開拓専用水道特別会計歳入歳出決算の認  

定について  

日程第  ８   議案第 97 号   平成 18 年度大山町地域休養施設特別会計歳入歳出決算の認  

定について  

日程第  ９   議案第  98 号 平成 18 年度大山町老人居室整備資金及び障害者住宅整備資  

金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について  

日程第  10  議案第  99 号 平成 18 年度大山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について  

日程第  11  議案第 100 号 平成 18 年度大山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認  

定について  

日程第  12  議案第 101 号 平成 18 年度大山町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決  

算の認定について  

日程第  13 議案第 102 号   平成 18 年度大山町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に  

ついて  

日程第  14 議案第 103 号 平成 18 年度大山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に  

ついて  

日程第  15  議案第 104 号 平成 18 年度大山町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認  
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定について  

日程第  16 議案第 105 号 平成 18 年度大山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について  

日程第  17 議案第 106 号 平成 18 年度大山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の  

認定について  

日程第  18 議案第 107 号 平成 18 年度大山町風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認  

定について  

日程第  19 議案第 108 号 平成 18 年度大山町温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて  

日程第  20 議案第 109 号 平成 18 年度大山町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認

定について  

日程第  21 議案第 110 号   平成 18 年度大山町水道事業会計決算の認定について  

日程第  22 議案第 111 号   平成 18 年度大山町索道事業会計決算の認定について  

日程第  23 議案第 112 号 大山町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例について  

日程第  24 議案第 113 号 郵政民営化法等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例  

の制定について  

日程第  25 議案第  114 号 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴う関  

係条例の整備に関する条例の制定について  

日程第  26 議案第  115 号 鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議に  

ついて  

日程第  27 議案第  116 号 町道路線の認定について（末吉末長線）  

日程第  28 議案第  117 号 町有財産の売払いについて  

日程第  29 議案第  118 号 平成 19 年度大山町一般会計補正予算（第 3 号）  

日程第  30 議案第 119 号   平成 19 年度大山町国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 

日程第  31 議案第  120 号 平成 19 年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算  

（第 1 号） 

日程第  32 議案第  121 号 平成 19 年度大山町介護保険特別会計補正予算（第 1 号）  

日程第  33 議案第  122 号 平成 19 年度大山町介護保険事業特別会計補正予算  

（第１号） 

日程第  34 議案第  123 号 平成 19 年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予算  

（第 1 号） 

日程第  35 議案第  124 号 平成 19 年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算  

（第 1 号） 

日程第  36 議案第  125 号 平成 19 年度大山町温泉事業特別会計補正予算（第 1 号）  
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日程第  37 議案第  126 号 平成 19 年度大山町宅地造成事業特別会計補正予算  

（第 1 号） 

日程第  38 議案第  127 号 平成 19 年度大山町情報通信事業特別会計補正予算  

（第 2 号） 

日程第  39 議案第 128 号 平成 19 年度大山町水道事業会計補正予算（第 2 号）  

日程第 40 総務常任委員会の調査報告について 

日程第 41 教育民生常任委員会の調査報告について 

日程第 42 経済建設常任委員会の調査報告について                 

                                                                                                    

出席議員（２０名） 

１番 近 藤 大 介        ２番 西 尾 寿 博  

３番 吉 原 美智恵        ４番 遠 藤 幸 子  

５番 敦 賀 亀 義        ６番 森 田 増 範  

７番 川 島 正 寿        ８番 岩 井 美保子  

９番 秋 田 美喜雄       １０番 尾 古 博 文  

１１番 諸 遊 壌 司       １２番 足 立 敏 雄  

１３番 小 原 力 三       １５番 二 宮 淳 一         

１６番 椎 木   学       １７番 野 口 俊 明              

１８番 沢 田 正 己       １９番 荒 松 廣 志             

２０番 西 山 富三郎       ２１番 鹿 島   功  

                                        

欠席議員（１名） 

１４番 岡 田   聰（午後１時３０分から出席）  

                                        

事務局出席職員職氏名  

局長 ……………… 諸 遊 雅 照     書 記…………………汐 田 美 穂  

                                        

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………山 口 隆 之     副町長…………………田 中 祥 二 

教育長 ………………山 田   晋     代表監査委員 ………椎 木 喜久男  

大山支所長 …………河 崎 博 光     中山支所長 …………福 田 勝 清  

総務課長 ……………田 中   豊     企画情報課長 ………小 谷 正 寿  

住民生活課長 ………後 藤   透     税務課長 ……………野 間 一 成  

地域整備課長 ………押 村 彰 文     農林水産課長 ………池 本 義 親 

水道課長 ……………小 西 正 記     福祉保健課長 ………戸 野 隆 弘  
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人権推進課長 ………近 藤 照 秋     教育次長………………狩 野   実 

社会教育課長 ………麹 谷 昭 久     幼児教育課長…………高 木 佐奈江  

観光商工課長 ………福 留 弘  明     大山振興課長…………斉 藤  淳  

診療所事務局長………中 田 豊 三     農業委員会事務局長…高 見 晴 美      

                                        

午前１０時００分 開会 

開会開議宣告 

○局長（諸遊雅照君）  みなさんおはようございます。互礼を行います。一同起立。

礼。着席。 

○議長（鹿島 功君） みなさんおはようございます。本日より９月定例議会を開催

いたします。ただいまの出席議員数は２０人です。定足数に達しておりますので、

平成１９年第８回大山町議会定例会を開会いたします。 

これから、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付のとおりで

あります。 

─────────────────・───・─────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（鹿島 功君） 日程第１、会議録署名議員の指名をおこないます。本定例会

の署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、１８番 沢田正己君、１９番荒

松廣志君を指名いたします。 

─────────────────・───・─────────────── 

日程第２ 会期の決定について 

○議長（鹿島 功君） 日程第２、会期の決定についてを議題にします。お諮りしま

す、本定例会の会期は、本日から９月２５日までの１４日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（鹿島 功君）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日から９月２

５日までの１４日間に決定いたしました。 

─────────────────・───・─────────────── 

日程第３ 諸般の報告について 

○議長（鹿島 功君） 日程第３、諸般の報告を行います。監査委員から、お手元に

配布のとおり、例月出納検査の結果報告がありました。検査資料は事務局にありま

すので、閲覧してください。  

本日までに受理した陳情は、お手元に配りました「陳情文書表」のとおりそれぞ

れ所管の常任委員会に付託しましたので報告します。 

 次に､６月定例会において可決された意見書は、６月２２日に関係方面へ提出いた
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しました。 

次に、本定例会に町長から提出された議案は、お手元に配布の提出案件表のとお

りであります。 

次に、町長から政務報告並びに報告第６号 長期継続契約締結の報告についてま

で、報告の申し出があります。これを許します。町長。 

○町長（山口隆之君）  それでは平成１９年度９月定例議会におけます政務の報告

を申し上げたいと思います。 

６月定例議会以降におきます各種事務事業の取組み状況についてその主なものを

ご報告いたします。 

まず総務課関係であります。参議院議員通常選挙について、さる７月２９日参議

院議員通常選挙が執行されました。遺漏なく投票事務及び開票事務が進み、予定し

ていた午前０時半過ぎまでに開票事務を無事終了いたしております。投票状況を申

し上げますと、当日有権者数１万５，９９２人、投票者数は選挙区選挙で１万１，

５４５人、うち有効投票数１万１，２１３票、無効投票数３３２票で、投票率７２．

１９％、比例代表選挙では、投票者数１万１，５３７人、うち有効投票１万９５９

票、無効投票数５７８票、投票率７２，１４％でありました。 

次に、９月１日付けで人事異動を行なっております。職員の産前産後休暇・育児

休暇などにより、各職場の業務量及び職員配置の状況を勘案し、９月１日付けで９

人の職員の人事異動の発令を行いました。 

次に局地豪雨被害についてであります。さる９月４日午後６時過ぎからの局地的

な豪雨により、大山町塩津では３時間で８０ミリを超える雨量を記録、９月１０日

時点で確認された中山地区内で発生をした被害の状況は次のとおりであります。家

屋の被害が床下浸水１７世帯４５人、そのうち自主避難として１世帯４人が避難を

しておられます。道路の通行止めが県道赤崎大山線羽田井地内で、また町道退休寺

樋谷線で樋谷地内が道路通行止めとなっております。が、既に復旧をいたしており

ます。次に停電が４６０世帯ございました。１時間程度で全て復旧いたしておりま

す。土砂の崩壊が５箇所、農業被害が農地・農業用施設や農道被災箇所が７０箇所、

農作物の被害といたしましては、ブロッコリーが３２．７トンの減収、ネギが８．

４トンの減収、水稲が倒伏が２０ヘクタールであります。被災された皆さんには、

心からお見舞いを申し上げるしだいであります。 

次に鳥取県との意見交換会の開催についてであります。９月６日、平井知事、青

木企画部長をはじめ１６人の県関係者をお招きをし、県との意見交換会を開催しま

した。テーマは、大山恵みの里づくり計画の実現について、地域医療・福祉につい

て、子育て支援について、山陰道の建設に伴う試掘調査のあり方についてでありま

した。 
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特に、大山恵みの里づくり計画の実現について本町の基本的な考え方・方向性、

また具体的な目標を説明し、平井知事をはじめとする県幹部の理解を求めたところ

であり、今後の支援に大いに期待をいたしているところであります。 

次に、企画情報課関係であります。まず、情報通信基盤整備事業について、繰越

して事業を行っておりました大山町情報通信基盤整備事業建設工事は、７月３１日

に完成いたしました。大山町３チャンネルをはじめ、多チャンネル放送、高速イン

ターネットができるようになりました。この９月定例会は大山町３チャンネルで生

中継をしておりますし、今後、定例議会はすべて生中継に加えて録画放送もする予

定であります。 

８月１日から動画映像の配信を開始し、担当課は番組制作に追われる毎日であり

ますが、番組制作に関わるボランティアスタッフを募集しましたところ、２名の応

募があり研修を終えて実際に取材や編集作業をしていただいております。ボランテ

ィアスタッフは、引き続き募集を続け、体制の強化を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 光ファイバーネットワーク施設の管理運営につきましては、９名の委員さんによ

る「大山町光ファイバーネットワーク施設管理委員会」通称「Ｄネット管理委員会」

を組織し管理運営に当たっております。この９名の委員さんは、農林水産業・観光

商工業・学校教育・医療福祉などに関わる組織から推薦をいただいた方々で任期は

３年です。８月１６日に第１回目の会合を開き顔合わせを行いましたが、今後自主

放送番組の内容や施設管理についてのご意見を伺いながら、Ｄネットの運用を行っ

てまいりたいと思います。 

 次に路線バス・巡回バスの見直しについてであります。６月２５日に、私や町営

バス運行受託事業者の代表さらに交通関係事業者の代表、バス利用者又は住民・中

国運輸局鳥取運輸支局長又はその指名する者、社団法人鳥取県バス協会、バス事業

者労働組合その他交通会議が必要と認める者で構成いたしております大山町地域公

共交通会議を開催し、町営名和地区巡回バスの運行経路の変更と利用者の少ない時

間帯の便数の削減についてと、大山地区内の路線バス路線の変更について協議、承

認いただきました。 

内容は、広報大山９月号でお知らせいたしておりますが、大山地区の路線バスに

ついて、１０月１日から米子駅から大山町間の広域路線であります大山寺線、香取

線、佐摩線は、すべて町内のみを運行する町内完結路線へと変更いたします。ＪＲ

との乗り継ぎを便利にし、新たな経路を加えることで、利用実態に即した形態に移

行するものであります。多くの皆さんに利用していただけるように、これからも改

善を図っていきたいと考えておるところであります。 

次に、だいせんファンクラブ交流会についてであります。ふるさとの情報を発信
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し、大山町のＰＲやイメージアップを図りながら、会員相互の交流と情報提供の場

として、今年で第２回目となる「だいせんファンクラブ」交流会を９月８日土曜日、

午後５時から大阪市で開きました。交流会には、関西在住の会員３５人と来賓３人、

町議会議員から３人、私と副町長をはじめ職員など２２人が参加。総勢６３人が集

まり、ふるさとの話や近況を交換しながら、和やかに時を過ごしました。参加者か

らは、交流会の継続開催を望む声が多くありましたが、現在もまだ、大山地区出身

者の会員がありませんので、新会員の勧誘に力を注いでいきたいと考えておるとこ

ろでございます。議員の皆さんも、お知り合いの方がありましたら、ぜひ紹介して

いただきますようお願いをいたしておきます。 

次に、人権推進課関係であります。まず人権・同和教育推進者養成講座の開催に

ついてであります。企業・団体等における人権・同和問題学習活動のためのリーダ

ーを養成し、活動の活性化を図ることを目的として、企業等を対象として２回、Ｐ

ＴＡ等を対象として２回、計４回を７月・８月に開催いたしました。受講者数は６

４人で、「参加型学習」を通して熱心に受講していただきました。講座を終了された

皆様には、この講座を契機として職場や組織での活躍を期待するものであります。 

次に、みんなの人権セミナーの開催についてであります。同和問題をはじめ、あ

らゆる人権問題の正しい理解と認識を深め、自分とのかかわりを考える機会とする

とともに、人権・同和問題学習の推進と実践活動に向けた資質の育成向上を図るこ

とを目的として、町民及び町内事業所勤務者等を対象に開催をいたしております。

本日までに、全日程７回の内、３回が終了をし、参加者数は延べ１４４人となって

います。 

次に、福祉保健課関係であります。健康教室の開催について、本年度第１回の健

康教室を、７月２７日に中高ふれあい文化センターで開催いたしました。「心地よい

眠りのために」と題し、以前に大山地区でおこなわれた「睡眠調査」の分析も交え、

代々木睡眠クリニックの井上雄一院長と、鳥大脳神経内科の野村哲志医師からそれ

ぞれ講演していただきました。当日は３７人の住民が参加され、２つの講演を熱心

に聞かれました。なお、今年度の健康教室は、講義と実技を交え、適切な生活習慣

や運動習慣、食習慣などを身につけていただけるような内容を中心とし、３月まで

に８回の開催を予定いたしております。 

次に、農林水産課関係であります。松くい虫防除事業について、松くい虫特別防

除事業は松林４２４ヘクタールを対象に、１回目を６月５日、６日、７日、２回目

を６月１９日、２０日に実施をし、地上作業を９４５万円で鳥取県森林組合連合会

が、空中散布作業を５８９万８，９００円で中日本航空株式会社が請負、実施いた

しました。 

次に、水産振興についてであります。御来屋漁港整備工事測量地質調査業務委託
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を６３８万４，０００円でダイニチ技研株式会社が、御来屋漁港整備工事設計業務

委託を１，６０６万５，０００円で株式会社センク２１鳥取事務所が請負施工中で

あります。 

次に、災害復旧事業についてであります。平成１８年７月発生の豪雨災害にかか

る、農地農業用施設災害復旧事業について、繰越工事２件が完了し、農地農業用施

設災害復旧事業が完了いたしました。 

次に、地域整備課関係であります。 

 山陰道「名和・淀江道路」のうち、大山インターチェンジから淀江インターチェ

ンジまでの間、約３．１km が９月２９日午後３時に開通することとなりました。同

時に、大山インターチェンジのアクセス道路となります県道大山口停車場線の国信

地内・国道９号から大山支所前までの間、約１．８km が開通することとなります。    

開通に先立ち山陰道と県道の開通式を合同で行う計画といたしております。開通

式では、１０月１１日から１４日にかけて開催されます「和牛博覧会ｉｎとっとり」

のピーアールと成功を願い、道路の開通式としては全国でも珍しい和牛３代、母牛、

娘牛、孫牛、これを先頭にしてパレードを行う計画といたしております。 

 また、開通を前にした地域イベントとして、開通一週間前の９月２２日には、国

土交通省主催、大山町が共催でウォーキング＆クイズラリーも開催されます。ぜひ、

ご参加を頂きたいと思います。 

次に、道路改良、町営住宅事業についてでありますが、町道種原大野線改良工事

を９５５万５，０００円で有限会社原田建設が、御来屋漁港団地内倒窓修繕工事を

２９９万２，５００円で、有限会社八晃建設が請負、施工中であります。 

次に、水道課関係であります。下水道関係について、御来屋地区３０工区管路新

設工事を２８３万５､０００円で株式会社所子建設が、光徳地区９工区管路新設工事

を１,２３３万７,５００円で有限会社小倉興産が、町道改良工事に伴う中継ポンプ

引込柱移設工事を３８万２,２００円で鳥取電業株式会社米子支店が、山陰線御来屋

駅構内３０４ｋ７６３ｍ付近下水道管埋設工事委託を４,１４８万７，０００円で西

日本旅客鉄道株式会社が、大山町汚水処理施設整備計画策定委託業務を２５７万２,

５００円で鳥取県土地改良事業団体連合会が請負施工中であります。 

次に、観光商工課関係であります。イベント等の実施についてご報告申し上げま

す。まず第２回大山高原クロスカントリー大会について、２回目の取り組みとなり

ましたクロスカントリー大会を、コースを５００ｍ延長した豪円山スキー場内特設

コースを会場に開催いたしました。今回は、県内外から６００名を超える参加申込

みをいただき、「大山の恵みからす天狗市」の臨時開催などと併せ、大変盛会のうち

に終えることができました。宿泊者も約２００名と、整備がなりました全天候型ト

ラックと併せて、大山への陸上合宿誘致に大きな足がかりとなったものと考えてお



 12 

ります。 

次に、大山夏まつりであります。大山参道振興会では、大山寺の参道を会場に、

お盆の期間には竹で灯籠をつくり廃油ローソクによる献灯を行い、８月２６日には

大山からす天狗まつりを開催をされました。青竹を継いだ長いそば流しがメインの

催しでありますが、これに併せて「大山の恵みからす天狗市」も出店をいたしまし

た。天候にも恵まれ、大変多くのお客様におこしいただくことができ、大山のにぎ

わいを取り戻そうという取り組みが進んできておるところであります。 

 ほかにも各種イベントへの協力、旅行事業者への働きかけ、県内外でのＰＲなど

積極的に大山町の売り込みを行っているところであります。 

次に、大山町観光協会の設立についてであります。６月１７日に懸案でありま

した、観光協会の統合がなりました。新しい観光協会は、従来の３町観光協会を

中山支部、名和支部、大山観光局の２支部１局体制とし、年度内に新たに大山支

部を設立するといった形態となっております。大山恵みの里づくり計画実践の柱

として、今後の活動に期待するものであります。 

次に、大山振興課関係であります。財団法人大山恵みの里公社の設立についてで

あります。「大山恵みの里づくり計画」を実現するための喫緊の課題でありました「財

団法人大山恵みの里公社」を８月 1 日に設立いたしました。夕陽の丘神田山香荘や

名和スポーツランドを管理していた財団法人大山町地域振興会が、指定管理制度の

導入により運営業務がなくなったことを機に、法人名称の変更や事業内容の見直し

を主とする寄付行為の変更手続きを行い、財団法人大山恵みの里公社として業務開

始することにいたしました。新しい公社の役員体制でありますが、理事長には私が

就任することになりました。その他の役員は別途配布した名簿のとおりで、任期は

２年間です。事務局長には、この５月から地域プロデューサーとして大山振興課に

配属しておりました下岡真氏を任命いたしました。今後は、本町における大山ブラ

ンド育成の中核的組織として、大山振興課と連携をとりながら各種事業を展開して

まいります。 

次に、大山フェアーの開催についてであります。９月９日日曜日大阪府豊中市千

里中央で大山町フェアーを開催しました。以前は県主催で物産・観光宣伝を行って

まいりましたが、今年度は県事業の見直しにより単独で大山町開催となりました。 

 旬の二十世紀梨をはじめとした大山町の農水産物加工品等の販売や観光宣伝を行

ってきました。大山町と名峰大山を多くの人に知っていただくとともに、是非来て

いただくようＰＲをしてまいりましたので報告をいたします。 

 なお、前日の大山ファンクラブ交流会にご出席いただきました議員さんにも物産

販売にご協力いただきましたのでこの場で御礼を申し上げます。ありがとうござい

ました。 
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 次に、中山支所まちづくり推進課関係であります。 

２００７甲川渓流まつりの開催についてであります。第５回目となりますこの渓

流まつり、８月５日、日曜日に、中山まちづくり実行委員会主催で、町内外から１

８４人の参加を得て開催をし、天候に恵まれ、魚のつかみ取り・バーベキュー・流

しソーメン・竹細工作りと、日本百名谷のひとつで、自然豊かな「甲川渓谷」の探

検を、多くの子供たちに堪能してもらった一日となりました。 

次に、工事関係であります。中山農村環境改善センター冷暖房機械取替工事を６

６７万８，０００円で足立水道設備が請負完了いたしました。退休寺集会所新築工

事実施設計業務を１０２万９，０００円で株式会社桑本総合設計が請負、業務を実

施中であります。中山第１、第３分団消防車庫改築工事を１,０７１万円で株式会社

平井組が請負、完了いたしました。旧中山中学校跡地整備工事を９４１万８，５０

０円で有限会社ミヤサトが請負、施工中であります。 

次、中山支所ふるさと振興課関係であります。水産振興について、御崎漁港防波

堤整備工事のブロック製作を６３８万２，９５０円で有限会社ナカヤマが、御崎漁

港防波堤整備工事のケーソン据付を５，０６１万円で株式会社平井組が請負施工中

であります。 

次に、大山支所まちづくり推進課関係でございます。国際交流事業について、８

月５日から８月７日までの３日間、大山中学校と友好関係にある襄陽中学校の男子

生徒５名、襄陽女子中学校の生徒５名、それに引率の先生等計１３名がホームステ

イ交流事業で来町されました。この度は、大山での散策や鳥取砂丘での海水浴など

雄大な自然を満喫いたしました。また、大山中学校の技術室や給食施設等、卒業文

集にも大変興味を示していただきました。平成１４年度より始まったこの事業は今

年で６回目となりましたが、今後とも大山町と襄陽郡の生徒達の友情の輪がますま

す広がり、お互いの教育の振興につながることを期待するものであります。 

次に、大山支所ふるさと振興課関係であります。災害復旧工事について、平成１

８年に発生をいたしました平田漁港災害復旧事業について繰越工事が完了しました。 

次に、学校教育課関係であります。 

まず、教育審議会学校教育部会の中間報告について、中学校生徒数の減少により

「これからの中学校のあり方」についての諮問を受け５回の審議を行ってきました。 

特に中学生の時期は、学校生活のさまざまな場面で、他者との多様な関わりを通し 

て、自己を磨き、社会人としての基礎を築く時期であり、学習、学校行事、部活動 

などの充実のために適正規模の中学校を維持する必要があることが確認されました。 

そのため、生徒数の減少が著しい中山中学校と名和中学校を統合し２中学校とする 

場合、二つ目、３中学校を統合し１中学校とする場合、三つ目、３中学校を維持し 

ながら特色のある取組を進める場合、こういったことを想定をしながら、それぞれ 
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の場合にどういう課題が生じ、どう解決していくのか検討を進めてもらっています。

今後も審議を重ね、１２月には答申としてまとめられる予定であります。 

次に大山小学校香取分校の閉校についてであります。大山小学校香取分校は、対

象児童３名が本年４月よりスクールバスを利用し本校へ通学するようになったこと

に伴い「休校」といたしておりましたが、９月７日に開催した第９回教育委員会に

おきまして、平成２０年３月末をもって「閉校」にすることになりました。今後は、

保護者や地域の方々の思いを大切に受けとめながら、閉校に伴う諸作業を進めてい

く所存であります。 

次に工事関係であります。中山小学校校舎耐震・大規模改修工事を、２億５，１

４７万５，０００円で株式会社井木組が請負施工中であります。夏休み中に工事の

大部分を完了させ、８月２７日より通常通り使用いたしております。 

 大山中学校技術棟改築工事を、１億３，９４４万円で株式会社金田工務店が請負

施工中であります。 

次に読む・調べる習慣の確立に向けた実践研究事業についてであります。暮らし

の中に本のあるまちづくりを進めるため読書環境の整備を行っているところであり

ますが、今回文部科学省より２年間の実践研究の委嘱を受け、幼児期から義務教育

終了までの子どもたちの読書活動の一層の推進を図ることとなりました。 

次に、社会教育課関係についてであります。大山町・嘉手納町人材育成交流事業

について、『大山町・沖縄県嘉手納町人材育成交流事業』に、７月３１日から８月３

日までの日程で行い町内の全小学校から１６人が参加をしました。交流が始まって

今年で２０年となることから、両町の町長・教育長が会談をし、今後の交流のあり

方について協議したところであります。 

参加した児童は沖縄の歴史や文化、民泊家庭、児童との交流を通じて郷土や友情

の大切さについて学び、多くの成果をあげることができました。来年１月中には嘉

手納町からの訪問を迎えて、スキー交流、中山小学校を訪問しての交流を深め、両

町のさらなる発展に寄与したいと考えておるところであります。 

次に、教育審議会社会教育部会の中間報告についてであります。諮問の地域社会

を基盤にした社会教育の振興策、これからの公民館活動のあり方について、南部町

の視察を含めて４回の部会を開催をし、公民館の事業内容、運営の現状から問題点、

課題をあげ８月２８日の全体会でこれまでの審議の中間報告がありました。 

課題として、町内の地域においての活動の差、公民館施設の老朽化、多様化する

公民館の役割と運営のあり方、ボランティアの活用のあり方についてでありました。 

また、その対策として、やる気のある公民館スタッフを公募する。公民館事業の再

構築を図る。今後、２回の部会で審議をし、まとめを行っていただく予定でありま

す。   
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次に大山学講座についてであります。中山、名和、大山公民館が連携し郷土学習

として大山を学び、人材を育む場として中山、名和、大山公民館が連携し、自分の

住む地域の歴史や文化、産業、自然を見つめ直して地域の魅力や可能性を発掘する

講座として７月から２月まで９回シリーズで大山学講座がスタートいたしました。 

次に、幼児教育課関係であります。教育審議会の幼児教育部会の中間報告につい

てであります。幼児教育部会は諮問されたこれからの保育所のあり方について、５

回の部会を開き、現在１０園ある保育所の現状を踏まえ、問題点、課題を洗い出し、

８月２８日の全体会でこれまでの審議の中間報告がありました。 

課題として、少子化による園児数の減少、二つ目、保育所の老朽化、三つ目、園

児数が定員オーバーする保育所と定員の半分以下の保育所とのアンバランス、四つ

目、正職員の割合と責任体制。次、対策として一つ目、保育所統合を検討する。二

つ目として保育内容の充実を図る、以上が報告されたところであります。なお、あ

と３回予定している部会で引き続き審議していただくこととしているところであり

ます。 

次に、徴収金の関係であります。未収金の縮減に向けて、副町長をトップとする未収

金対策会議において本庁・支所各課が一丸となり、連携を深めながら、１９年度は特に

各課の未収金対策マニュアルに沿って、電話の催告、臨戸訪問等の外、法的処分による

徴収に取り組んでおります。今年度これまで実施をいたしました法的処分の主なものは、

税金の差押え３１件、水道の給水停止６件、給水停止予告５件等であります。なお、各

課の徴収実績は、別添の一覧表のとおりであり、各課の取り組みについては以下のとお

りであります。  

まず税務課、滞納対策室、支所住民課であります。各税の現年度分徴収について

は、督促状の送付後、納付がない場合に催告書を送付し、なお納付がない場合には、

本庁支所とも２人１組の班を編成し電話の催告、臨戸徴収に取り組んでいます。 

滞繰分につきましては、滞納対策室が中心となり、法的処分を含め徴収に当って

おり、短期保険証の交付、１２件の債権等の差押を実施しております。また高額滞

納者については、各支所住民課及び料金関係課と連携し８月から翌年１月にかけて

高額滞納者面談事業を実施しています。８月には早速１８件を対象にして面談を開

始し、９件の分納計画を作成し、１９件の差押を実施いたしたところであります。  

次に、福祉保健課・支所福祉課の関係であります。介護保険料の現年分について

は、「介護保険料現年度未収金解消活動実施要綱」にもとづき、８月上旬に、本庁・

支所で状況及び計画について情報交換を行いました。それをふまえ、８月上旬から

中旬にかけ、それぞれ未納者に対し、電話催告、臨戸訪問による徴収活動をおこな

い、新規の未納者が増えないように努めました。 

 また、過年度分についても上記の活動にあわせ、また８月１５日が年金支給日で
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あることから、一部は下旬にかけて徴収活動を行なったところであります。 

 次に地域整備課・ふるさと振興課であります。町営住宅家賃の徴収については、

電話での督促、臨戸訪問し面談を繰り返しながら取り組みました。また長期滞納者

については、保証人へ納付指導、本人へ催告書の送付をすることにより、分納確約

書を提出いただき、現在入金もしていただいておるところであります。 

次に、幼児教育課であります。保育料の徴収については、徴収マニュアルを作成

し、それに沿って行っています。督促状の送付、電話催告、臨戸訪問等、保育所と

も連携を取りながら行っています。 

次、水道課・支所ふるさと振興課であります。水道課は、水道料金等の徴収につ

いては、電話での督促、臨戸訪問をし面談を繰り返しながら徴収に取り組みました。

また、長期滞納者については、滞納対策室及び各支所ふるさと振興課と連携を取り

誓約書を提出させ、今後の収支計画を立てて滞納を減らす取り組みを実施しました。

特に水道料金を３ヶ月以上滞納している世帯、名和地区４世帯について給水停止を

実施したところであります。今後、下水道使用料及び分担金についても法的措置実

施に向けて取り組んで参ります。 

大山支所ふるさと振興課であります。滞納者に対して担当者による随時の徴収を

実施し、特に長期滞納者及び高額滞納者に対しては課員全員で訪問徴収を７月に実

施しました。また、給水停止条項に該当する５件について、給水停止予告通知を発

送し納入を促しております。 

中山支所ふるさと振興課であります。毎月の納期限経過後に未納者に再納入通知

書で納入を促し、それでも納入のない者には督促状を発行しております。また、督

促状と併せて訪問を行い面談による滞納の解消を積極的に行っております。平成１

９年度分を中心に滞納整理を行っているところでありますが、過年度分の滞納があ

る者については、分納などの処置を講じて納入意識を高めております。また、町外

の滞納者にも文書、電話による督促のほか訪問を行い滞納料金が放置されないよう

取り組んでおります。本年度、水道料金の滞納者で督促に応じない者２件を給水停

止をいたしております。 

次に、人権推進課、支所住民課関係であります。人権推進課であります。 

納付書により納付される方には、毎月、約束の日に納付書を配布する際になるべ

く面会をして内容確認の上、納付を促しております。なお、口座振替で支払う人で

残高不足のため振り替えができない２人に対して、面会の上、期限を区切って納付

を督促いたしております。 

また、４月から毎月定額を納付されている滞納者に対しては、収入状況に応じて

増額返済を依頼するなど滞納対策の取り組みを強化してまいりました。その結果、

４月以降に増額に応じた方は１０人、連帯保証人で債務を引き受け支払に応じた方
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は１人でありました。全体として、過年度分については、前年同期と比較して０．

４４％の微増となっております。 

中山支所住民課であります。毎月、定額に返済されている方に対して増額依頼を

行い、１人から承諾を得て増額して返済していただいております。また、病気等で

返済が困難な方については、連帯保証人に対して２件分、納付依頼をしております。

なお、現在連帯保証人が返済中のものが１件となっています。 

大山支所住民課であります。毎月の納付者には随時増額を依頼しています。また、

中高ふれあい文化センターと協議しながら返済依頼をお願いしております。 

その結果、４月以降、増額に応じた方は２人、一括返済に応じられた方は１人と

なっています。また、長期に渡って未納となっている悪質な事案に対しては、貸付

金返還訴訟の準備をいたしておるところであります。 

学校教育課関係であります。給食費の滞納分の徴収については、徴収計画を立て、

月々の支払額、支払日を定めて訪問徴収を行っています。米子市、琴浦町の該当者

も含め、給食センター所長、学校教育課職員が２名ずつチームを組んで取り組んで

いるところであります。以上で政務の報告を終わります。 

続きまして報告第６号 長期継続契約締結の報告についてご報告申し上げます。 

本案は、大山町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例第４条の

規定に基づき、リース契約等を締結いたしましたので、議会にご報告するものであ

ります。契約の名称、契約の内容、契約の相手側、契約期間、契約金額につきまし

ては、お手元に配布しております長期継続契約締結報告書のとおりであります。以

上で、報告第６号の説明を終わります。 

○議長（鹿島 功君） これで諸般の報告を終わります。 

─────────────────・───・─────────────── 

     日程第４ 議案第９３号～日程第２２ 議案第１１１号 

○議長（鹿島 功君）  日程第４、議案第９３号 平成１８年度大山町一般会計歳

入歳出決算の認定についてから、日程第２２、議案第１１１号 平成１８年度大山

町索道事業会計決算の認定についてまで、計１９件を一括議題にします。提案理由

の説明を求めます。町長。 

○町長（山口隆之君） ただいまご上程をいただきました議案第９３号から議案第１

１１号まで、提案理由のご説明を申し上げます。     

まず、議案第９３号 平成１８年度大山町一般会計歳入歳出決算の認定について 

提案理由のご説明を申し上げます。 

本案は、平成１８年度大山町一般会計歳入歳出決算について、地方自治法第２３

３条第３項の規定により監査委員の意見を付して提案いたしておりますので、認定

のほどよろしくお願いいたします。 
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 決算の概要につきましては、決算書１６４ページの「実質収支に関する調書」に

記載をいたしておりますが、歳入総額１２８億８，０２１万８，８１３円に対して、

歳出総額１２５億６，０４３万９，５９１円で、歳入歳出差引額３億１，９７７万

９，２２２円となっております。このうち、翌年度へ繰越すべき財源、繰越明許費

繰越額でありますが、これが４，９７６万５，０００円を控除いたしますと、本会

計の実質収支額は、２億７，００１万４，２２２円であります。 

 それでは、決算の概要について、歳入から説明を申し上げます。 

平成１８年度大山町一般会計歳入決算額は、予算現額１３４億１，９６６万９，

０００円に対し、調定額１３０億１，８１７万１，２１４円、収入済額１２８億８，

０２１万８，８１３円で、町税３１３万２，４９７円を不納欠損いたしております

ので、収入未済額は、１億３，４８１万９，９０４円となり、予算額に対して９６．

０％、調定額に対して９８．９％の収入状況となっております。 

収入未済額の内訳は、第５款町税で、第５項町民税２，２０２万３，７６８円、

第１０項固定資産税１億３０３万７１８円、第１５項軽自動車税２７０万６，１４

０円、第４５款分担金及び負担金で、第５項分担金の農林水産業費分担金１９万２，

５４４円、第１０項負担金の民生費負担金３１万８，０００円、これは保育料であ

ります。 

第５０款使用料及び手数料では、第５項使用料の衛生費使用料５万円、土木費使

用料４９３万６２円、これは住宅使用料であります。第１０項手数料では督促手数

料２５万８，１６０円の未収、第８５款では、第２５項諸収入の雑入で、旧大山地

区の給食費１３１万５１２円の未収となっております。 

未収金対策につきましては、副町長をトップとするプロジェクトを立ち上げ、税

を中心に、これまで行っていなかった不動産や動産の差押さえや、高額滞納者を呼

び出しての納税相談・分割納付計画の承諾など、強行に進めてきましたが、残念な

がら税の滞納分については、収納額・収納率とも昨年を上回りましたが、現年分を

含めた収納率は、昨年度の実績を上回ることができませんでした。 

都会においては景気が良くなったと言われながらも、地方においては相変わらず

厳しい経済情勢で、倒産する企業も後を絶たない状況であり、個人所得も低迷状態

で、町民の不公平感は否めないところでありますが、議員各位のご理解をお願いす

る次第であります。 

次に歳入の大きなウエイトを占めます第３５款地方交付税でありますが、決算額

は４７億２，６９６万９，０００円で、前年度比、額にして２億３，０９５万１，

０００円の減、率にして４．７％の減でありました。前年に比べて減となった理由

としては、所得譲与税が倍増となったこと、基準財政収入額の算定根拠となる法人

税収の増、地域総合整備事業債償還費の減、町村合併特別措置の漸減などが考えら
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れます。 

次に第５５款国庫支出金でありますが、決算額は９億５，７９１万８１３円で、

前年度比約５億４，０００万円の増で、その大きな要因として小学校建設費補助金

５億６，８１９万７，０００円が上げられます。 

第９０款町債は、決算額３３億３，４５０万円で、前年度比２２億６，９８０万

円の増であります。この増の大きな要因としては、情報基盤整備事業の財源として

の１５億７，９４０万円、名和小学校統合校舎建設事業の財源として９億７，３３

０万円の借入れがあります。 

情報基盤整備事業の財源としての町債は、１０年償還で借入れしており、来年度

以降の財政運営に大きな負担となるものと考えております。 

 次に、歳出の概要について、ご説明申し上げます。 

平成１８年度の一般会計歳出決算額は、予算現額１３４億１，９６６万９，００

０円に対し、支出済額１２５億６，０４３万９，５９１円で、予算現額に対します

執行率は、９３．６％であります。また、翌年度に繰り越す額５億８，７２６万７，

０００円を控除した不用額は２億７，１９６万２，４０９円であります。 

歳出決算の内訳を性質別に見ますと、平成１８年度決算審査資料の７ページにあ

りますように普通建設事業費が４２億８，２９９万９，０００円で、平成１７年度

の３倍の決算となっております。 

また、人件費は１８億３，８１３万９，０００円の決算で、合併後においては約

１割ずつ減少していることがおわかりいただけるかと思います。 

普通建設事業の主なものは、情報通信基盤整備事業１５億８，２２５万４，００

０円、名和小学校校舎等新築事業１７億６，７６４万３，０００円、県営畑地帯総

合整備事業負担金１億２，７９０万９，０００円、末長押平線、赤坂東線ほか道路

整備臨時交付金事業１億２，０９５万５，０００円、下田中隣保館改築事業１億１

９万円、大山スポーツ公園整備事業７，３４３万９，０００円、御崎漁港整備事業      

４，１９４万５，０００円などであります。 

 平成１８年度における大山町の財政指標を決算統計に基づき申し上げます。決算

審査資料１０ページに記載しておりますが、普通会計ベースで、経常収支比率８９．

２％、実質公債費比率１６．６％、公債費比率１９．９％、起債制限比率１３．７％

となっております。 

以上、大山町一般会計の歳入歳出決算の概要についてご説明を申し上げましたが、

詳細につきましては、お手元に配付の平成１８年度決算審査資料をご覧いただきま

すようお願いいたします。 

これで、議案第９３号の提案理由の説明を終わります。 

次に議案第９４号 平成１８年度大山町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定に



 20 

ついて提案理由のご説明を申し上げます。本案は、平成１８年度大山町土地取得特

別会計歳入歳出決算が確定したことにともない、地方自治法第２３３条第３項の規

定により議会の認定を、求めるものであります。 

本会計の歳入歳出決算額は、歳入１７万４，４２７円、歳出１７万３，６３３円

で、歳入歳出差引残額は７９４円であります。 

 歳入につきまして、ご説明をいたします。第５款財産収入の利子及び配当金１７

万３，６３３円円は、土地開発基金から生じた利子であります。 

第１５款繰越金７９４円は、平成１７年度からの繰越金であります。 

 次に、歳出についてご説明をいたします。 

第５款諸支出金、第５項 公有財産取得費の土地取得費１７万３，６３３円は、歳

入で説明いたしました土地開発基金利子を土地開発基金に積立するため繰り出した

ものであります。 

 なお、土地開発基金の現金残高は、平成１８年度末現在２億６，５２４万１，８

１５円となっております。以上で、議案第９４号の提案理由の説明を終わります。 

 次に、議案第９５号 平成１８年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入

歳出決算の認定について提案理由の説明をいたします。 

決算額は、歳入総額が５，０５６万９，３８８円で、歳出総額は、５，０２８万

５，４６１円、歳入歳出差引残額２８万３，９２７円であります。 

はじめに、歳入の主なものについてご説明をいたします。 

第５款県支出金５６６万５，０００円は、県からの貸付事業に係る補助金であり

ます。 

第１０款繰入金５９８万９２２円は、一般会計からの繰入金であります。 

第２０款諸収入のうち、３，８８２万９，６２７円は、貸付金元利収入でありま

す。 

次に歳出の主なものについてご説明いたします。第５款総務費３３万９,６９９円

は、貸付償還に係る事務費であります。 

第１０款公債費４，９９４万５，７６２円は、元利償還金であります。 

 以上で議案第９５号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第９６号 平成１８年度大山町開拓専用水道特別会計歳入歳出決算の

認定について説明いたします。 

歳入の決算総額２,０６０万５,８１５円に対し、歳出決算総額は１,２０１万５,

９８８円で差引残額８５８万９,８２７円を平成１９年度大山町開拓専用水道特別

会計に繰り越しいたしております。 

歳入について説明をいたします。 

第５款管理収入の収入済額の１,２７４万３,７３１円は、計量給水料収入であり
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ます。 

第１０款使用料及び手数料と第１５款寄付金の収入はありません。 

第２０款繰越金の６４８万１,１５０円は、前年度繰越金であります。 

第２５款諸収入の１３８万９３４円は、預金利子、高規格道路に伴う水道管移転

補償費、開拓水道施設管理負担金が主なものであります。 

次に歳出について説明をいたします。第５款総務費の１,２０１万５,９８８円は、

高規格道路に伴う水道管橋梁添架工事、二本松萩原配水地異常通報装置設置工事な

どの維持管理に要した経費であります。 

第９０款予備費において支出はなく全額不用額となっております。以上で議案第

９６号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第９７号 平成１８年度大山町地域休養施設特別会計歳入歳出決算の

認定について、提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、平成１８年度の歳入歳出が確定したことに伴い地方自治法第２３３条第

３項の規定により議会の認定を求めるものであります。１８年度の有料利用者数は 

１０，８９９人で前年の１１，８３２人に対して９％の減となりました。 

歳入の使用料及び手数料２，６９６万円の収入済額は施設使用料です。主なもの

は、宿泊１，６０６万円、休憩９万円、仕出し５７１万円、くれハウス・バンガロ

ー２０２万円、売店自販機外２７７万円、屋外施設利用３１万円であります。この

うち前年度に比べ増額したものは、売店の自販機外で２３％の増額、これは気候の

温暖化等により利用者が増加したためと思われます。また大きく減額となったもの

は、仕出し利用者の減少にともない仕出しが４０％の減と大きく減少いたしました。  

繰入金２，４５８万円は、一般会計繰入金で前年度に比べ額で１，２８４万円、

率で１０９％の増であります。主なものは、管理者指定への移行に伴う職員の退職

金等に充てたものです。 

次に歳出では、総務費５，１３４万円の支出済額は、施設管理費であります。以

上で、議案第９７号の提案理由の説明を終わります。 

○議長（鹿島 功君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時１０分にした

いと思います。 

午前１１時 休憩 

─────────────────・───・─────────────── 

午前１１時１０分 再開 

○議長（鹿島 功君）  再開いたします。それでは提案理由の説明を引き続きして

ください。 

○町長（山口隆之君）  それでは、議案第９８号 平成１８年度大山町老人居室整

備資金及び障害者住宅整備資金貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について提案理
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由のご説明を申し上げます。 

 この会計は、高齢者や障害者の住宅を整備する資金の貸付事業の特別会計で、既

に貸付事業を終了し、起債の償還も終了し、現在は貸付未収金の徴収に係る特別会

計であります。 

 決算額は、歳入総額が３万７，４７９円、歳出総額が３万７，０００円で歳入歳

出差引４７９円の収支残となっております。 

歳入の主なものについて、貸付金元利収入３万７，０００円であり、歳出の主な

ものについては、一般会計繰出金３万７，０００円であります。以上で議案第９８

号の提案理由の説明を終わります。  

 次に、議案第９９号 平成１８年度大山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてご説明いたします。 

歳入の決算総額８９７万５,０８２円に対し、歳出決算総額は８９７万４,１４３

円で歳入歳出差引残額の９３９円は、平成１９年度大山町簡易水道事業特別会計に

繰越をいたしております。 

歳入についてご説明します。第１０款使用料及び手数料収入の２１４万９,３０５

円は，水道使用料であります。 

第２０款繰入金の５３９万９,４３４円は一般会計繰入金であります。 

第２５款繰越金の７８８円は、前年度繰越金であります。 

第３０款諸収入の１４２万５,５５５円は、預金利子と県道名和岸本線改良工事に

伴う水道管移転補償費であります。 

次に歳出についてご説明をいたします。第５款維持管理費の５７６万４,９４３円

は、豊房簡易水道水源地修繕工事などの施設の維持管理に要した経費であります。 

第１０款事業費の１４７万円は、主要地方道名和岸本線改良工事に伴う水道管移

転工事費であります。 

第１５款公債費の１７３万９,２００円は、借入金の元利償還金であります。 

第２０款予備費からの支出はありません。以上で議案第９９号の提案理由の説明

を終わります。 

次に、議案第１００号 平成１８年度大山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について提案理由の説明をいたします。 

 本会計におきまして、歳入総額２２億８，９１３万８，７８６円、歳出総額２１

億３，７３８万４，１２０円となり、歳入歳出差引残額１億５，１７５万４，６６

６円を翌年度に繰越すものであります。 

 歳入から款をおって主なものを説明いたします。第５款国民健康保険税の収入済

額６億５，２１４万３，３１１円で、収納率は現年度分が９３．８％、過年度分が

１７．１％であります。２９５万６１５円不納欠損しており、収入未済額は１億５，
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０３６万１７７円であります。 

 第１０款使用料及び手数料１６万４，７２０円は、督促手数料であります。 

 第１５款国庫支出金７億４，５３０万２，８２６円は、療養給付費等負担金、高

額医療費共同事業負担金及び財政調整交付金であります。 

 第２０款療養給付費等交付金３億８８３万３，７６２円は、退職被保険者の医療

費に係る交付金であります。 

 第２５款県支出金１億１，００３万２，３０３円は、高額医療費共同事業県負担

金及び財政調整交付金であります。 

 第３０款共同事業交付金１億８，１０５万９８円は、８０万円以上の高額医療費

共同事業に係る交付金と、３０万円以上のレセプトに係る保険財政共同安定化事業

交付金であります。 

 第３５款財産収入２３万４，９８９円は、積立金利子であります。 

 第４５款繰入金２億１３１万３，４３０円は、保険税軽減分、職員給与費等繰入

金、出産一時金繰入金、財政安定化支援事業繰入金であります。 

 第５０款繰越金８，８５９万５，１９６円は、前年度の決算による繰越金であり

ます。 

 第５５款諸収入１４６万８，１５１円は、交通事故による第三者行為の返還金が

主なものであります。 

 次に歳出についてご説明いたします。第５款総務費４，４０１万７，３７１円は、

職員給与費、電算共同処理に係る委託料、購入備品費、国保連合会負担金が主なも

のであります。 

 第１０款保険給付費１４億５，４８１万７，５３９円は、各種医療費及びその審

査支払手数料、高額療養費、出産一時金、葬祭費に支出いたしております。保険給

付費は一般で年間１人当り２２万８，０００円、退職者で３２万３，０００円、老

人で６３万８，０００円となっています。 

 第１５款老人保健拠出金３億３，４０７万８，９５１円は、社会保険支払基金へ

国保老人の負担金であります。 

 第２０款介護納付金１億２，２３６万１，５４６円は、介護給付費に係る社会保

険支払基金への負担金であります。 

 第２５款共同事業拠出金１億６，４８５万８，７０６円は、高額医療費拠出金と、

保険財政共同安定化事業拠出金であります。 

 第３０款保健事業費１，５９４万３，５３８円は、医療費通知作成委託料、人間

ドック委託料、総合健康づくり事業に係る報償費、需用費、委託料が主なものであ

ります。 

 第４５款諸支出金１０７万１，４８０円は、保険税の還付金であります。以上で



 24 

議案第１００号の提案理由の説明を終わります。 

続いて議案第１０１号 平成１８年度大山町国民健康保険診療所特別会計歳入歳

出決算の認定について提案理由のご説明をいたします。本案は、町内の名和診療所・

大山口診療所・大山口リハビリセンター・大山診療所の４診療所の施設勘定決算で

あります。 

歳入総額５億７９６万５，１８１円、歳出総額４億３，５０５万９，７３７円で、

歳入歳出差引残額７，２９０万５，４４４円となっております。 

歳入から主なものを説明いたします。第５款診療収入３億７，７０１万８，４１

５円は、入院・外来診療報酬収入及び一部負担金収入が主なものであります。 

第１０款使用料及び手数料１，７６２万３，３１６円は、文書料、健康診断料及

び予防接種手数料であります。 

次に歳出についてご説明をいたします。第５款総務費２億５９４万９３０円は、

職員の人件費、代診医師の報償費及び医療事務委託料が主なものであります。 

第１０款医業費１億９，４５８万３，２１５円は、医薬品代、各種検査委託料及

び医療機器の借上料であります。以上で議案第１０１号の提案理由の説明を終わり

ます。 

 次に、議案第１０２号  平成１８年度大山町老人保健特別会計歳入歳出決算の認

定についてご説明をいたします。 本会計におきまして、歳入総額２２億３，９２８

万１，０９８円、歳出総額２２億３，４８１万５，８８９円となり、歳入歳出差引

残額４４６万５，２０９円を翌年度に繰り越すものであります。 

 歳入から款をおって主なものをご説明いたします。 第５款支払基金交付金１１億

９，５１８万５，０００円は、社会保険診療報酬支払基金から老人医療費に係る交

付金と、審査支払手数料交付金であります。 

  第１０款国庫支出金６億８，５１０万８，３２１円は、医療費に係る国庫負担金

であります。 

  第１５款県支出金１億８，１５２万１，５５０円は、医療費に係る県負担金であ

ります。 

 第２０款繰入金１億７，７１１万７，４８０円は、医療費に係る町負担分を一般

会計から繰入れたものであります。 

  次に歳出について説明いたします。第５款医療諸費２２億１，８１１万８，６１

５円は、医療給付費･医療支給費及び審査支払手数料であります。 

 第１０款諸支出金１，６６９万７，２７４円は、前年度実績に伴う交付金の償還

金であります。以上で議案第１０２号の提案理由の説明を終わります｡ 

次に、議案第１０３号 平成１８年度大山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について提案理由の説明をいたします。 
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  本会計におきまして、歳入総額１７億１，３１２万７，９２３円、歳出総額１６

億９，５４０万２，２７１円で、歳入歳出差引１，７７２万５，６５２円の残額と

なっております。 

歳入から款をおってご説明をいたします。第５款介護保険料の収入済額は、２億

６，７０９万７，４７８円、収入未済額は５８４万４，１５４円で収納率は９７．

８６％であります。 

第１０款使用料及び手数料３万６，４００円は督促手数料であります。 

第１５款国庫支出金４億２，００３万７０２円は、介護給付費及び地域支援事業

費に係る国庫負担金及び調整交付金が主なものであります。 

  第２０款支払基金交付金４億９，４７２万８４２円は、第２号被保険者の納付保

険料が介護給付費交付金及び地域支援事業支援交付金として交付されたものであり

ます。  

  第２５款県支出金２億４，７５０万２，８５１円は、介護給付費及び地域支援事

業費の県負担金として交付されたものであります。 

  第３０款繰入金２億７，０６３万９，８６８円は介護給付費及び地域支援事業費

に係る町負担分及び職員給与費等を一般会計から繰入したものであります。 

 第３５款繰越金１，１６７万５，３９３円は前年度決算によるものであります。 

 第４０款諸収入１４２万４，３８９円は、介護予防事業の利用者負担金が主なも

のであります。 

次に歳出についてご説明いたします。第５款総務費３，２６０万６，０５６円は、

職員の人件費、電算処理業務委料、介護認定時の主治医意見書作成委託料が主なも

のであります。 

第１０款保険給付費１５億７，８２８万５，１０５円は、介護サービス等諸費、

低所得者の方を対象とした特定入所者介護サービス費、高額介護サービス等費、介

護予防サービス等諸費に支出しております。 

 第１５款地域支援事業費６，７２４万１，９４７円は、介護予防事業費及び包括

支援事業・任意事業費として支出いたしております。 

 第２０款財政安定化基金拠出金１５２万７，５９８円は、鳥取県介護保険財政安

定化基金に拠出したものであります。 

 第２５款公債費１，１３２万９，０００円は、鳥取県介護保険財政安定化基金か

らの借入金の償還金であります。 

第３０款諸支出金４４１万２，５６５円は、第１号被保険者の死亡及び転出に伴

う介護保険料の還付金、及び前年度実績による国・県負担金返還金であります。以

上で議案第１０３号の提案理由の説明を終わります。 

  次に議案第１０４号 平成１８年度大山町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の
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認定について提案理由のご説明をいたします。 

本案は、大山診療所の介護保険サービス事業施設勘定決算であります。歳入総額

２，８９４万８，８４０円、歳出総額２，８４８万３，７１２円で、歳入歳出差引 

残額４６万５，１２８円となっております。 

歳入から主なものを説明いたします。第５款サービス収入２，８０４万７，２９

７円は、介護給付費収入及び一部負担金収入が主なものであります。 

次に歳出についてご説明をいたします。第１０款サービス事業費２，８４８万３，

７１２円は、医師及び看護師等嘱託職員の人件費と光熱水費などであります。 

以上で議案第１０４号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１０５号 平成１８年度大山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてご説明いたします。 

歳入の決算総額１０億７,８５４万４,７５４円に対し、歳出決算総額は１０億７,

７５７万１,２８０円で歳入歳出差引残額９７万３,４７４円は平成１９年度大山町

農業集落排水事業特別会計に繰越いたしております。 

歳入について説明します。第５款分担金及び負担金の６,４８１万２,５００円は、

加入分担金であります。 

第１０款使用料及び手数料の９,５４５万８,６９６円は、下水道使用料でありま

す。 

第１５款県支出金の２億７,２７０万円は、光徳地区農業集落排水事業に対する補

助金であります。 

第２５款繰入金の３億５,３２１万８，０００円は、一般会計からの繰入金であり

ます。 

 第３０款繰越金の１４万９,０８７円は、前年度繰越金であります。 

第３５款諸収入の３７０万６,４７１円は、消費税還付金と県道改修に伴う下水管

移転補償費が主なものであります。 

 第４０款起債の２億８，８５０万円は、光徳地区農業集落排水事業に充当してお

ります。 

次に歳出について説明します。 

第５款事業費の７億２,３０６万２,７５１円は、処理場等の施設管理と光徳地区

農業集落排水施設建設に要した経費であります。    

第１０款公債費の３億５,４４９万８,５２９円は、起債の元利償還金であります。 

第１５款諸支出金の１万円は、下水道加入分担金の過誤徴収の還付を行なったも

のであります。 

第９０款予備費での支出はなく全額不用額としております。以上で議案第１０５

号の提案の説明を終わります。 
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次に、議案第１０６号 平成１８年度大山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について説明いたします。歳入の決算総額７億３,４６５万４,８９８円に

対し、歳出決算総額は７億３,４６１万５,３９６円で歳入歳出差引残額３万９,５０

２円は平成１９年度大山町公共下水道事業特別会計へ繰越いたしております。 

歳入についてご説明します。第５款分担金及び負担金の３,６６６万円は、加入分

担金であります。 

第１０款使用料及び手数料の９,１８１万８３５円は、下水道使用料であります。 

第１５款国庫支出金の１億２，８００万円は、公共下水道事業に対する補助金で

あります。 

第２０款繰入金の３億７８６万５，０００円は、一般会計からの繰入金でありま

す。 

第２５款繰越金の１９万７,８０１円は、前年度からの繰越金であります。  

第３０款諸収入の１,１３２万１,２６２円は、預金利子、消費税還付金、宮川改

修に伴う下水管移転補償費が主なものであります。 

第３５款町債の１億５，８８０万円は、当会計事業費に充当いたしております。 

次に歳出についてご説明いたします。第５款総務費の４億２,１０３万２,４２３

円は、処理場等の施設管理と名和地区の公共下水道工事、移動脱水車購入負担等に

要した経費であります。 

第１０款公債費の３億１,３５８万２,９７３円は、起債の元利償還金であります。 

第１５款諸支出金、第９０款予備費は支出がなく全額不用額といたしております。

以上で議案第１０６号の提案理由の説明を終わります。 

 続いて議案第１０７号 平成１８年度大山町風力発電事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、提案理由のご説明をいたします。 

歳入の決算総額４,８５３万３,７７３円に対し、歳出決算総額は、３,３３６万８,

３５２円で、歳入歳出差引残額は、１,５１６万５,４２１円であります。 

歳入についてご説明いたします。第５款県支出金１６５万１,５００円は、事業に

着手しました平成１５年度、平成１６年度に借入れした起債償還利息３３０万３,０

００円の利子補給補助金であります。 

第１０款繰越金２，３７４万５,５２３円は、前年度繰越金であります。 

第１５款諸収入２,３１３万６,７５０円は、本会計の預金利息２万５，０６９円、

売電収入２,３１１万１,６８１円であります。 

次に歳出についてご説明いたします。第５款総務費３,００６万５,３５２円は、

電気主任技術者賃金等１０２万円、維持管理に係る電気料金や通信経費等が１２８

万５,６８５円、保守点検業務委託料３５７万７５６円、風力発電基金積立金２，３

８６万１,０００円が主なものであります。 
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第１０款公債費３３０万３,０００円は起債償還金利子であります。以上で、議案

第１０７号の提案理由の説明を終わります。 

次に議案第１０８号 平成１８年度大山町温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定

について提案理由のご説明をいたします。 

 本案は、平成１８年度大山町温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定をお願いする

ものであります。なかやま温泉「ゆーゆー倶楽部ナスパル」は良好な泉質と手頃な

入浴料金が好評で、多くの入湯客にお越しをいただいておりましたが、残念ながら

客数が減少しているのが現状であります。平成１８年度の年間入館者数は８万９，

１３３人で前年度の９万３，２３４人に対し、４．４％の減少となりました。 

決算内容でありますが、歳入の収入済み額が３,９６１万８５９円、歳出の支出済

み額が３,７８４万１,９４０円、歳入歳出差し引き１７６万８,９１９円となりまし

た。 

 歳入の内訳でありますが、主なものは、温泉の入浴料３,１３６万６,７４０円、

と物品販売等雑入の６１７万５,４５０円であります。 

 歳出では、温泉運営に要する職員の給料、賃金等人件費が、約２,１７５万円、燃

料費・光熱水費が約９３５万円、施設の修繕費が約１１２万円、委託料約２４３万

円が主なものであります。以上で議案第１０８号の提案理由の説明を終わります。 

次に議案第１０９号 平成１８年度大山町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の

認定について提案理由のご説明を申し上げます。 

 この会計は、分譲宅地「ナスパルタウン」「御来屋団地」「東岡山団地」の維持

管理、販売を行う会計であります。 

 歳入の決算総額１億４，１８３万７，３４９円に対し、歳出の決算総額６，２６

７万５，９４６円で、差引残額７，９１６万１，４０３円を翌年度に繰り越すもの

であります。 

 多額の繰越の大きな要因は、「ナスパルタウン」の起債元金償還が平成１６年度

まで据置期間であったため発生せず、土地の売り払い収入が積み重なったことによ

るものであります。 

 歳入についてご説明申し上げます。第５款財産収入４，８８４万８，０００円は、

土地売り払い収入であり、内訳は「ナスパルタウン」８区画分であります。 

 第１５款繰越金９，２９１万８，９９８円は前年度繰越金であります。 

 第２０款諸収入７万３５１円は町の預金利息であります。 

 次に歳出について説明いたします。第５款宅地造成事業費１５０万８，４９６円

の主なものは、紹介者への謝礼金、パンフレットの印刷代など販売促進費９３万７

５０円と維持管理委託料３５万１，０９６円であります。 

 第１０款公債費６，１１６万７，４５０円は、起債の元金償還金５，６３０万円
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と償還金利子４８６万７，４５０円であります。 

 第２０款予備費につきましては、支出いたしておりません。以上で議案第１０９

号の提案理由の説明を終わります。  

議案第１１０号 平成１８年度大山町水道事業会計決算認定についてご説明申し

あげます。 

初めに、業務の状況でございますが、給水栓で５，５７２栓、給水人口は、１万

６，３２８人に給水、年間配水量は、１８０万３，７４８立方メートル供給し安定

した給水を行いました。 

 また、給水量では、１５３万３，１６６立方メートルを供給し、一戸当たりの月

平均使用料は２３．５立方メートルとなっております。 

 経理の状況につきまして、決算報告書の１ページの収益的収入及び支出の収入、

第１款水道事業収益で２億４，０２８万４８７円、支出の第１款水道事業費用では

２億５，３２３万２，４６９円となっております。 

 次に、資本的収入及び支出の資本的収入では、企業債の借入として１，７６０万

円、水道管の移転補償費として負担金が５，６８２万２，２６３円、企業債の元金

補助として補助金が１，２４５万４，４０１円で第１款資本的収入合計が８，６８

７万６，６６４円となっております。 

続いて資本的支出では、下水道工事等による建設改良費が９，１６６万６，５３

３円、と企業債の元金償還金が８，７０３万４，７２７円で、第１款資本的支出合

計が１億７，８７０万１，２６０円となり、資本的収支の不足する額９，１８２万

４，５９６円は、過年度分消費税資本的収支調整額１７万７，１１６円と過年度分

損益勘定留保資金９，１６４万７，４８０円で補てんしております。 

 続いて収益的収支の詳細についてでございますが、決算報告書の５ページ収益費

用明細書により説明をいたします。 

第１款水道事業収益の中の営業収益で主なものは、水道使用料で２億８０９万９，

７３２円、その他営業収益の他会計負担金の７７７万１，７５０円は消火栓維持管

理負担金、開拓専用水道管理負担金等であります。 

 次に、営業外収益の他会計補助金７８８万４，９９１円は、水道拡張事業等の企

業債の利息の補助を一般会計より受け入れたものであります。 

 次の特別利益１３８万４，９５０円は施設の災害による共済金を受け入れたもの

であります。 

 続いて款１水道事業費用でありますが、営業費用の原水及び浄水費の委託料４６

４万５，９００円は水質検査料金、動力費の４６５万７，７０２円は水源地等の電

気料金であります。 

 次に配水及び給水費については、職員３名分の給料、手当等と委託料４８９万５，
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７６０円はメーター検針の委託料、修繕費の１，６５５万３，７０５円は配水管、

給水管など施設の修理代であります。 

 次の総係費につきましては、職員３名分の給料、手当等と減価償却費７，４９１

万１，５１０円は建物、構築物の減価償却費で、資産減耗費の固定資産除却費１，

３３０万８，８１１円は下水道事業、道路改良などによる配水管の除却費でありま

す。 

 つづいて、営業外費用の支払利息及び企業債取扱諸費の企業債利息６，２５２万

１，３４１円は財務省と公営企業金融公庫への企業債の利息で、次の特別損失の災

害臨時損失１３１万９，０００円は災害による施設の修繕料で、過年度損益修正損

８５万８，０９５円は過年度の料金を欠損したものであります。 

 最後に、決算報告書の２ページの上の段の損益計算書で当年度の純損失を２，１

４３万２，５２９円計上いたしております。 

 水道料金改定も視野に入れ、これからも安全な水の供給を計りたいと思っておる

ところであります。以上で、議案第１１０号の提案理由の説明を終わります。 

 次に、議案第１１１号 平成１８年度大山町索道事業会計決算の認定について提

案理由のご説明を申し上げます。 

 平成１８年度は、全国的な記録的暖冬となったため、１２月２３日のスキー場開

き祭には滑走可能な雪がなく、１２月３０日からようやくリフト運転を始めるとい

うスタートとなりました。その後しばらくは、なんとか積雪は持ちましたが、２月

１４日の強い南風でゲレンデ状況が極めて悪化し、やむなく営業の終了を決断いた

しました。この結果、営業日数は前年度の二分の一である５０日という、中の原ス

キー場５０年の歴史で最悪の結果となりました。 

 大山スキー場全体の入り込み客数は、１３万２，１３９人対前年度比６０％、本

町索道事業の売り上げは対前年度比５９．５８％となりました。今シーズンは、平

日駐車料金キャッシュバック、半日券の大幅値下げ、２日券の新設等、多くのサー

ビス向上策を打ち出し、雪のあった１月の平日売上は前年を大きく上回るなど確か

な手応えを感じていましたが、営業日数の大幅減についてはいかんともしがたく、

結果として５年ぶりの赤字決算となったところであります。 

   決算の内容は、索道事業収入が９，５６８万９，６６９円、食堂部門であります

附帯事業収入が２，３０３万５，１６１円で、対前年度比８，０５２万８，０５４

円の減収となりました。一方支出は、諸経費の節減に努め、索道事業費用が１億２，

１７１万９，４２６円、附帯事業費用が３，４２７万４，３０９円で、合計３，９

３８万９，７６９円の減となりました。この結果、減価償却前は約３８９万円の黒

字ではありましたが、償却後は３，７２６万８，９０５円の純損失を計上すること

となりました。 
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 以上により、翌年度繰り越し欠損金は６億２，２８０万９，０９９円、長短期の

借入金は無しとなっております。この財源は、過年度損益勘定留保資金で補填いた

しております。 

  以上、平成１８年度決算について、その概要を申し上げましたが、詳細は決算書

のとおりであります。全国的にスキー場経営は大変厳しい状況が続いておりますが、

イベント・広告宣伝の充実、更なる経営合理化策の実践等により１９年度黒字復帰 

を目指す考えですので、ご理解いただきますようお願い申し上げます。以上で議案

第１１１号の提案理由の説明を終わります。 

○議長（鹿島 功君）  決算に関する議案について提案理由の説明が終わりました

ので、監査委員の審査報告を求めます。代表監査委員 椎木喜久男君。 

○代表監査委員（椎木喜久男君）  皆さんのお手元にですね、平成１８年度の大山

町歳入歳出決算審査意見書を配布しておると思いますので、それと特別会計の水道

事業、索道事業も付けておりますので、ごらんいただきながらお聞き願いたいと思

います。特に先ほど来ですね、町長さんから内容にについてはこと細かく説明され

ておりますので、細かいことは、数字についてはですね、省きたいと思いますが、

特に重要と思われるところについて私の意見を述べたいというふうに思います。  

一般会計１件と１６件の特別会計の審査をしたわけでございます。平成１８年度

大山町歳入歳出決算審査意見書、地方自治法第２３３条第２項の規定により審査に

付された平成１８年度大山町一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算並びに地方自

治法第２４１条第５項の規定により審査に付された基金の運用状況について審査し

たので、下記のとおり意見を付します。 

第１、審査の概要でございますが、審査の対象は一般会計１件、その他特別会計

の平成１８年度大山町土地取得特別会計歳入歳出決算から平成１８年度大山町宅地

造成事業特別会計歳入歳出の１６件を審査しました。 

 歳入歳出決算の総額でございますが、一般会計と特別会計を合わせますと、歳入

が２１８億３，３７６万４，７１２円となります。歳出が２１１万６，０４８万７，

１０６円となっております。差引残でございますが、６億７，３２７万７，６０６

円となっており、その内訳は第１表のとおりでございます。下の方に表を載せてお

りますので見てください。  

審査の期間ですが、平成１９年７月２６日から８月２３日までのうち９日間行い

ました。審査の場所でございますが、大山町役場の議会図書室、審査の出席者並び

に説明者は、会計課長並びに総務課長そのほか各課長並びに職員の方々の出席を求

めまして私と尾古監査とで行いました。 

監査の方法ですが、この決算審査においては、町長から提出された歳入歳出決算

書並びに事項別の明細書・実質収支に関する調書及び財産に関する調書について行
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いました。（１）としまして、決算計数は、正確で誤りはないか。（２）で予算執行

は、関係法令等に基づき効果的かつ的確にされているか。（３）収入支出事務は、関

係法令等に基づき適正かつ計画的、効率的に処理されているか。（４）財産管理及び

主要事業の各状況について、それぞれの関係諸帳簿及び証憑書類との照合その他必

要と認める関係資料の提出を求め、関係職員の説明を聴取し、併せて別途実施した

例月出納検査をも勘案しながら慎重に審査を行ないました。 

第２の審査の結果でございますが、１．決算計数についてであります。審査に付

された一般会計並びに特別会計の歳入歳出決算書、その他の書類は、関係法令に準

拠して調整されており、計数も誤りは認められず決算は適正に表示されているもの

と認めました。 

 なお、財産に関する調書の計数についても誤りは認められず、適正に管理運営さ

れているものと認めました。 

２番の執行状況についてです。平成１８年度は、情報通信基盤整備事業、名和小

学校校舎建設事業など、大型の投資的事業を実施されたが、国庫補助金、合併特例

債など、有利な財政支援制度の活用により財政運営に大きな支障を生ずることもな

く、また、交付税制度の見直しによる影響も最小限に抑制されている。その他の福

祉・教育施策や公共下水道事業、農業集落排水事業などにおいても、施政方針に従

って執行されており、町勢進展のための努力が成されていることを見受けられまし

た。 

 会計別の執行状況でございますが、まず一つとして一般会計ですが、平成１８年

度一般会計歳入総額は１２８億８，０２１万８，８１３円、歳出総額は１２５億６，

０４３万９，５９１円であり、歳入歳出差引残額は３億１，９７７万９，２２２円

となっております。先ほど町長さんからも詳しく説明がございました。 

 歳入でございますが、平成１８年度一般会計歳入決算は、予算現額１３４億１，

９６６万９，０００円に対し、調定額は１３０億１，８１７万１，２１４円、収入

済額が１２８億８，０２１万８，８１３円で、不納欠損額が３１３万２，４９７円

あるため、収入未済額は１億３，４８１万９，９０４円となっております。予算額

に対して９６％、調定額に対しまして９８．９％の収入状況となっているものでご

ざいます。収入未済額の主なものは、先ほど町長さんからも詳しくありましたので、

まず町民税から申し上げます。町民税で２，２０２万３，７６８円、固定資産税で

１億３０３万７１８円、軽自動車税で２７０万６，１４０円、住宅使用料で４９３

万６２円などで、滞納繰越分が１億８３５万２，５４８円であります。別紙３を最

後の方につけておりますので見てください。 

滞納対策については、担当課は総力を結集して取り組まれている努力に敬意を表

したいと思います。しかしながら取り組みの状況に温度差が感じられるので、また、
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現年度分、過年度分のいずれも未収金の総額は増加の傾向にあるので、法的手段も

含めより一層対策の強化が求められるものであります。  

歳出でございますが、平成１８年度一般会計歳出決算は、予算現額１３４億１，

９６６万９，０００円に対して、支出済額は１２５万６，０４３万９，５９１円で、

翌年度繰越額が５億８，７２６万７，０００円、不用額が２億７，１９６万２，４

０９円となっています。予算額に対する執行率は９３．６％であります。執行率が

前年度と比べますと前年度９７．９％になって大きく減少しました。その要因は、

情報通信基盤整備事業、御崎漁港の改修工事費、農林水産施設災害復旧費など、繰

越明許費の額の増加によるものである。このことについても別紙で後の方に表を作

っておりますので、ごらんいただきたいと思います。 

次にですね、各款、項ですが、先ほど町長さんが詳しくありましたので特に気に

なったところのみを行いたいと思います。２番につきましては別にありませんが、

あと３番につきまして簡易水道のところで一つ問題があるなと思ったのは、歳入だ

けではなくして、これからいろんなことが考えられるわけですが、早いうちにこう

いったものの処理を何とかする方法をやるべきだというふうに感じましたので、こ

の点にはちょっと注意をしておきたいと思います。 

それから住宅新築資金、４番ですね。住宅新築資金等貸付事業特別会計でありま

すが、この会計につきましても、終わってからしばらくなりますので、額が相当額

を、特に大山町の財政を圧迫している金額の大半でございます。延べ人員でいきま

すと２２３件、実質人員でいきますと１７０件というような人員になっております

ね、この件についても収入未済額が３億６７９万８１７円あり、これは町の滞納総

額６億５，８１１万５，８３９円、４６．６％に相当すると。法的手段も検討され

ているようであるが、さらに未収金対策の強化に努められたいというふうに思いま

す。 

５番です。開拓専用水道の特別会計でありますが、これも未収金がかなり固定化

しておりまして、過年度の件数が１８件、現年度で７件の未収が認められます。こ

れについても未収金額が６４万３，１９５円でありますので速やかに回収すること

をお願いしたいと思います。 

第６番の地域休養施設特別会計でございますが、今年から管理者制度になりまし

たので、現地等も見させていただきましたし、いろいろと見た関係で今後いい方向

にいけばというふうに思っております。 

７番目の老人居室整備資金及び障害者住宅整備資金貸付事業特別会計でございま

すが、これもかなり年数が経っておりまして、昭和６０年度に貸付終了してあと、

未収の回収ということだけでございますが、金額にして１５６万１５４円というこ

とでありますが、これは約３名の方が未収ということでございます。 
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  ８番の国民健康保険特別会計でございますが、これは不納欠損が大きなものがありま

す。数字については先ほど説明がありましたので、申し上げませんが、不納欠損額が２

９５万６１５円あるため、収入未済額は１億５，０３６万１７７円となり、徴収率

は予算額に対して１０２．９％、調定額に対して８１％となっている。昨年度の徴

収率を０．７％下回っており、さらなる未収金対策の強化に努められたいと。支出

においても、後期高齢者医療制度創設準備事業費に８００万１，０００円を翌年度

に繰越しております。 

９番国民健康保険診療所特別会計でありますが、この前の日本海新聞にも出ておりま

したように地域医療の重要性は申すまでもありませんが、大山診療所の所はですね、医

師の不足で確保が非常に苦しいというようなことで診療所の運営方針の見直しが求めら

れるではなかろうかというふうに思っております。  

老人保健特別会計でございますが、これは特別に今のところは、これといった問

題はありません。 

１１番、介護保険特別会計でありますが、この未収についてもですね、未収金総

額がありまして、未収金５８６万７１４円であります。 

歳出においても医療保険制度改正分システム改修事業費３８１万２，０００円を

翌年度に繰越しています。 

介護保険については別にありませんが、いろいろと事務上の問題があるようです

ので、この介護保険についてはいろいろと職員さんも苦労されているようでござい

ますので、これから努力をされていい方向にいくような、なんか合理化をするよう

なことを考えなきゃいけないなというふうに思っております。 

１３の農業集落排水事業特別会計でございますが、これについても未収金総額が

４０７万３，４９８円ございますが、ほとんどが使用料でございます。使用料の大

型の人がですね、１０９名ありまして６２９件、負担金が７名あります。分担金が

７名ありまして、となっておりますが、１８年度末の接続率は７９．５％であるが、

光徳地区農業集落排水事業を最後に、町内全域の事業が完了したので、未加入者へ

の加入促進や接続率の向上に努め、会計財政基盤の安定化を図られたいというふう

に思います。 

公共下水道事業特別会計においても同じような傾向があります。まずこの中で特

に収入未済額が１，６３６万４６５円あります。そのうちの使用料が大勢を示して

おりまして不納欠損額が６７万２，０５１円でありますが、この中にですね別表で

見ないと分からないので、後でまた申し上げたいと思います。 

収入未済額についてはそういうことでございますので、平成１８年度末の接続率

の５６．８％となっているが、１８年度庄内地区工事をもって、全町内全域の主要

な事業が完了したので、事業の目的に沿い、接続率の向上や水質浄化、生活環境の
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改善を図られるとともに、会計の財政基盤の安定化に努められたい、というふうに

に思います。 

風力発電は今のところ非常に順調であるというふう申し上げておきたいと思いま

す。だいたい６４％くらいの稼動率ということでだいたい平均的なものだというふ

うに思います。 

温泉事業につきましては、１６の温泉事業でございますが、管理者制度になって

から順調な進捗をしているようでございますので、これから見通しが明るいんでは

なかろうかというふうに思いますが、全町挙げてのやはり協力、利用協力とか口コ

ミをするということも必要かというふうに思います。 

１７番の宅地造成事業特別会計でありますが、現在残っておりますけれど、適時

売れていると思いますし、多少今後２、３年が山だなというふうに思いますが、町

長さんの説明の中にもありましたように、９，０００万ほど繰越しておりまして、

それをうまく利用してでもですね、頑張っていかなきゃいけないなというふうに思

っています。 

資金運用状況についてでございますが、平成１８年度における一般会計及び特別

会計の収支実績及び資金運用の状況は、別途実施した例月出納検査をも勘案し、適

正に行われているものと認めました。 

第５財産管理の状況ですが、町有財産は、公有財産、物品、債権、基金に大別さ

れ、財産に関する調書（平成１９年３月３１日現在）のとおりで適正に管理されて

いるものと認めました。 

第６は主要事業の執行状況でございますが、主要事業は、適切に執行されている

ものと認めました。 

 指摘事項を何件か、６件ほど挙げています。 

（１）でございますが、町民税・固定資産税・国民健康保険税などの町税、町営住

宅使用料、住宅新築資金等貸付金、介護保険料、農業集落排水事業使用料、公共下

水道事業使用料、水道料など多額の未収金対策を積極的に行なうこと。特に未収金

が年々増加の傾向にある固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、

町営住宅使用料、水道料等は、その原因究明に努め、未収が発生しないように対策

を講じること。 

住宅新築資金貸付金の回収については、連帯保証人の書き換えなどの手続きを引

き続き行なうこと。 

（２）遊休町有地については、活用を図るとともに、場合によっては維持管理経費

削減のため、売却を含めた処分を検討すること。 

（３）農業集落排水･公共下水道事業とも、大きな管路及び処理場建設工事は完了し

たので、今後は接続率向上を強力に推進し、一般会計からの繰入金の抑制に努めら
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れたい。 

（４）ですが、水道料はできるだけ早く統一した料金を設定すること。また簡易水

道は、将来的展望にたって町の水道への加入を勧奨し、料金体系と管理体制の統一

化を図ること。 

（５）町道及び公共施設等は、定期的に管理点検を行い、安心・安全な維持管理に

努められたい。 

（６）新町の備品台帳及び財産台帳については、システムの導入等を検討のうえ、

統一的な台帳整備を早急に図られるようお願いしておきました。以上でございます。 

 それから次は大山町索道会計から、いかしていただきたいと思います。 

 大山町の索道会計でございますが、平成１８年度大山町索道事業会計決算審査意

見書、意見についてということで挙げております。平成１８年度大山町索道会計決

算書及び関係書類を審査しましたので、その結果について次のとおり意見を付しま

す。 

平成１８年度大山町索道事業会計決算審査意見書、審査の概要は平成１９年７月

１０日に、下記の決算書及び関係諸帳簿を審査し、予算の執行状況が議決の趣旨に

則し、効率的かつ合理的に行われているか等について検討を加えつつ慎重に審査し

た。その結果、決算計数は諸帳簿と合致し計算に誤りはなく、いずれも正確である

ことを認めた。 

審査の書類でございますが、平成１８年度大山町索道事業会計決算書類、（２）で

は平成 18 年度大山町索道事業会計決算付属書類ということでしております。  

第３に最近の収益的収入支出及び利益の状況を表で表しておりますので、ご覧い

ただければと思います。 

 それから資産の内容、流動資産の内容、企業債の未償還残高等を書いております

のでご覧いただければと思います。 

企業の内容でございますが、索道事業における前年度対比というようなことでですね、

１７年度、１８年度書いておりますので、ご覧いただければと思います。、  

 ６番の結びとしましてですね、平成１８年度大山町索道事業会計決算は、索道事業

で２，９２８万４，９５７円の純損失と、附帯事業は１，１２３万９，１４８円の

純損失となり、合計４，０５２万４，１０５円の純損失が生じた。繰越欠損金５億

８，５５４万１９４円を加え、次年度への欠損金６億２，６０６万４，２９９円を

繰り越す内容となっています。 

本年度は全国的な暖冬のため、大山スキー場は１２月２３日にスキー場開き祭を

開催したものの、本格的な営業は１２月３０日からとなった。その後も例年に比べ

積雪の量が少ない中、２月１４日には南風が吹き、ゲレンデの状況がさらに悪化し

たというようなことでですね、実際には５０日足らずの営業しかできなかったとい
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うような現状でございます。 

現下の厳しい情勢では、今後も入り込みの急増は望めないが、更に経営努力を重

ね、事業収支の向上に努められるよう意見を付して、平成１８年度大山町索道事業

会計決算審査の意見とします。 

次に、水道事業の方に移りたいと思います。別紙をごらんいただきたいと思いま

す。 

平成１８年度大山町水道事業会計決算審査意見について、 平成１８年度大山町水

道事業会計決算書並びに関係書類を審査しましたので、その結果について次のとお

り意見を付します。  

 平成１８年度大山町水道事業会計決算審査意見書、審査の概要は、平成１９年７

月１１日に、下記の決算書及び関係諸帳簿を審査し、予算の執行状況が議決の趣旨

に則し、効率的かつ合理的に行われているか等について検討を加えつつ慎重に審査

した。その結果、決算計数は諸帳簿と合致し計算に誤りはなく、いずれも正確であ

ることを認めた。  

審査した書類ですが、（１）平成１８年度大山町水道事業会計決算書類、（２）平

成１８年度大山町水道事業会計決算付属書類。(３ )でございますが、収益的収入支出

及び利益の状況をこの表に書いておりますのでご覧いただきと思います。           

  次に資産の内容、あるいは、については、固定資産、流動資産、企業債未償還残高等

を載せておりますのでご覧いただければと思います。  

次に５番ですが、業務の内容でございますが、特にこの中で非常に良くなったと

いうのがですね、やはり、なったものと悪くなったものとありますけれども、一般

的に地域によって有収率が非常に上がっておるところがある。特にこの中でちょっ

と落ちているのは、どういう原因か分かりませんけれど、有収率のところを見てい

ただくと今年８５％になっていますが、これがですね他のところ上がっているのに、

１カ所だけちょっと落ちていたと。それが災いしてこういう前年度対比で落ちてい

るということで、原因がちょっと分からないのでいろんな事故等があったのかなと、

こちらは推察しておりますが、昔のことを思えばかなり有収率が向上しているとい

うふうに私は見受けました。    

供給単価のことは先ほど申し上げましたけれど、平成１８年度供給単価が１立米

当たりが１３５円７３銭、平成１８年度給水原価が１立米辺り１６３円６６銭とな

っております  

７番目、本年度の収支における総収益は２億２，９４８万１，５６０円で、総費

用が２億５，０９１万４，０８９円となり、当年度純損失は２，１４３万２，５２

９円となっている。  

前年度の繰越欠損金２，１６４万６，２９２円と合わせ、未処理欠損金は、４，
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３０７万８，８２１円となっております。  

水道使用料の未収金は３，７５６万２，７５５円で、このうち現年分は７２６万

５，２９３円と前年度に比べ減少はしているものの、滞納件数及び滞納者数は増加

の傾向にあります。  

今後においては、旧町間で異なっている水道料金体系の統一を図るとともに、滞

納整理に向けて一層の努力をされるよう意見を付して、平成１８年度大山町水道事

業会計決算審査の意見とします。  

それからもう一件いきます。平成１８年度の大山町の財産区会計歳入歳出決算審

査の、…これはいいですね。  

そのほかにですね、ちょっと申し上げたいと言いましたのは、これは平成１８年

度の不納欠損の表を見ていただきたいと思いますが、４枚、５枚、６枚目くらいで

すが、ところに別紙４で挙げておりますが、その中の水道事業会計というのがある

と思いますが、一般的不納欠損のところには出てきませんが、水道会計は企業会計

でございますので、この中で不納欠損と同じような取り扱い、ここの表現では不納

欠損額と書いとりますが、過年度収益修正損というのを挙げております。これが不

納欠損というここの中では、項目で挙げておりますので、ご了承お願いしたいとい

うふうに思います。以上で審査意見を終わります。どうも。   

○議長（鹿島 功君）  監査委員さんにおかれましては、膨大な資料を例月検査・

監査等含めてですね、大変熱心に監査いただきましたことを感謝いたします。大変

お世話になりました。ありがとうございました。 

 ここで暫時休憩いたさいます。再開は１時３０分にしたいと思います。 

午後１２時２０分 休憩 

─────────────────・───・─────────────── 

午後１時３０分 再開 

日程第２３議案第１１２号～日程第３９ 議案第１２８号 

○議長（鹿島 功君） 再開します。日程第２３、議案第１１２号 大山町職員の 

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例についてから、日程第３９、

議案第１２８号 平成１９年度大山町水道事業会計補正予算（第２号）についてま

で、計１７件を一括議題にします。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（山口隆之君） ただいまご上程いただきました議案第１１２号から議案第

１２８号まで提案理由のご説明を申し上げます。 

まず議案第１１２号 大山町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例について提案理由のご説明を申し上げます。 

本案は、「大山町職員の勤務時間、休暇等に関する条例」の一部を改正することに

ついて、地方自治法第９６条第１項の規定により本議会の議決を求めるものであり
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ます。主な内容は、人事院規則が改正されたことに伴い、本条例第７条に規定する

「休息時間」の部分を削除するものであります。施行の日は、平成１９年１０月１

日としております。以上で議案第１１２号の提案理由の説明を終わります。 

議案第１１３号 郵政民営化法等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について提案理由のご説明を申し上げます。 

本案は、「郵政民営化法等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例」を制定する

ことについて、地方自治法第９６条第１項の規定により本議会の議決を求めるもの

であります。主な内容は、郵政民営化法等による郵政民営化の準備期間が９月末で

終了し、１０月から民営化されることに伴い、「政治倫理の確立のための大山町長の

資産等の公開に関する条例」及び「大山町国民健康保険条例」の条文から、「郵便局」

「郵便貯金」等の文言を削除するものであります。なお、施行の日は、平成１９年

１０月１日としております。以上で、議案第１１３号の提案理由の説明を終わりま

す。 

次に、議案第１１４号 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定について提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、「地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備

に関する条例」を制定することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により

本議会の議決を求めるものであります。 

主な内容は、平成１９年５月１６日に公布された「地方公務員の育児休業等に関

する法律の一部を改正する法律」に条文が追加されたことに伴い、「大山町職員の育

児休業等に関する条例」「大山町技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例」

及び「大山町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例」の関係部分を改正する

ものであります。 

なお、施行の日は、平成１９年１０月１日といたしております。以上で、議案第

１１４号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案１１５号 鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 

規約変更の内容は、広域連合の議会の議員の定数を１３人から２２人に増員する

ことと、議員の選挙を圏域ごとに選挙する方法から、関係市町村の議会において、

それぞれ定数の議員を選挙する方法に変えるものであります。 

 現在、鳥取県後期高齢者医療広域連合議会議員の定数は、東部・中部・西部の各

圏域で定められており、すべての市町村から選出されることにはなっておりません。 

 このことについては、町村議会議長会から広域連合の重要事項の決定・執行等に

関しては、広域連合を構成する全市町村の住民意思が反映されるべきであり、また

現在の圏域ごとに推薦する方法は調整等も困難であるため、議員定数を構成する市
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町村から 1 名以上の選出とするよう改正要望がなされておりました。 

 このほど、鳥取県後期高齢者医療広域連合長より、この要望に沿って鳥取県後期

高齢者医療広域連合の規約の一部を変更するため、町に対し、地方自治法第２９１

条の３第１項に規定されている協議があったことから、同法第２９１条の１１の規

定により、議会の議決を求めるものであります。以上で議案第１１５号の提案理由

の説明を終わります。 

次に、議案第１１６号 町道路線の認定について（末吉末長線）提案理由の説明

をいたします。 

 本案は、大山町末吉、大山消防署東側の国道９号交差点から分岐し、大山西小学

校横のＴ字路交差点へ接続する路線であります。この路線は、県道大山口停車場線

として県が管理を行っておりましたが、大山インターチェンジへのアクセス道路と

して、新たに大山町国信、国道９号から大山支所までの県道バイパスが完成いたし

ました。これに伴い、旧道が町に移管されたことにより町道認定をお願いするもの

であります。 

 路線名は、町道末吉末長線とし、延長は約８９０ｍで、起点は大山町末吉、国道

９号交差点、終点を大山町末長、県道大山淀江インター線交差点とし、道路法第８

条第２項の規定により、議決を求めるものであります。 

 なお、町道としての認定告示を９月２８日に行いたいと考えております。以上で

議案第１１６号の提案理由の説明を終わります。 

議案第１１７号 町有財産の売払いについて提案理由のご説明を申し上げます。 

本案は、高田工業団地内で操業中であります誘致企業の事業拡大に伴う用地取得

の申し出により、団地内に未売却の町有地として残っております区画の一部を工場

用地として売却するため、「地方自治法」第９６条第１項第８号及び「大山町議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例」第３条の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 

売払いをしたい土地の所在及び表示は、高田字河原畑１，１５１番１１、山林３

９３㎡及び高田字掛田河原１，１８９番１３、山林５，６１８㎡、合計６，０１１

㎡で、土地の売払い価格は３，９１６万１，６６５円を予定しております。売り払

いの相手方は、米子市夜見町２７１０番地、米子機工株式会社 代表取締役 小林弘

直であります。以上で議案第１１７号の提案理由の説明を終わります。 

次、議案第１１８号 平成１９年度大山町一般会計補正予算（第３号）について、

提案理由の説明をいたします。 

本案は、歳入においては、地方特例交付金及び普通交付税の額の確定、高田工業

団地の土地売買の成立、地方債の額の変更など、歳出においては、各特別会計への

繰出金の調整、ロータリー除雪車購入の見送り、来年度に予定の名和中学校耐震補
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強及び大規模改修に向けた工事設計委託料の追加など、現時点の財政見通しに変更

が生じましたので、歳入歳出予算の過不足を調整するため、提案するものでありま

す。 

この補正予算第３号は、既定の歳入歳出予算の総額に７，７９４万４，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を９８億７，５３８万６，０００円とするものです。 

次に、第１表の歳入からその概要をご説明いたします。 

第３０款地方特例交付金は、その額の確定により１４５万９，０００円の減額で

あります。 

第３５款地方交付税は、普通交付税の額の確定により３億５１５万６，０００円

の増額で、補正後の額は４７億６，３１５万６，０００円であります。 

地方交付税については、１９年度の地方財政計画上、前年度に比べて４．４％の

減ということでありましたが、特に合併市町村にあっては、平成の大合併の進む前

の平成１４年度の経常的行政経費と平成１７年度の経常的行政経費の比較をしたと

き大きく改善されたことに伴い、「頑張る地方」ということで国全体の方向とは逆に

前年比約１億２，０００万円の普通交付税が増となったところであります。 

 第５５款国庫支出金８１万８，０００円の増減額の主なものは、国庫補助金で、

建設機械整備費補助金２，０００万円の減額、地方道路整備臨時交付金６４７万５，

０００円の追加、「読む・調べる」習慣の確立に向けた実践研究事業補助金１，３５

９万５，０００円の新規計上であります。 

第６０款県支出金６６６万３，０００円の増額の主なものは、県補助金で、小規

模作業所運営費補助金１０３万７，０００円の追加、未整備森林緊急公的整備導入

モデル事業補助金３７５万円の新規計上であります。 

第６５款財産収入は３，９１６万１，０００円の増額で、高田工業団地の売り払

い収入であります。 

第７５款繰入金２億３，０００万円の減額の内訳は、財政調整基金繰入金１億円、

減債基金繰入金８，０００万円及び地域福祉基金繰入金５，０００万円であります。 

第８０款繰越金は４７０万５，０００円の増額であります。 

第８５款諸収入３１０万円の増額は、預金利子２００万円、雑入で東坪寺の上遺

跡発掘調査委託金１１０万円であります。 

 第９０款町債は、５，０２０万円の減額で、主なものは、臨時財政対策債は額の

確定により１２０万円の追加、商工債では辺地対策事業債２，２５０万円の減額、 

土木債では辺地対策事業債９３０万円の減額及び一般単独事業債１１０万円の減額

であります。 

 次に歳出の概要についてご説明いたします。 

 第１０款総務費は、４４２万３，０００円の増額であります。その主なものは、
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総務管理費の財産管理費で、本庁車庫屋根修繕工事費１８２万７，０００円であり

ます。 

第１５款民生費は、２，０７８万７，０００円の増額であります。 

その主なものは、社会福祉総務費で、町社会福祉協議会補助金７９万円の追加、

これはボランティア活動分であります。老人福祉費で介護保険特別会計への繰出金

４３８万７，０００円の追加、障害者福祉費で小規模作業所運営費補助金２０７万

６，０００円の追加、児童福祉費の保育所費で、嘱託・臨時職員賃金など１，０７

４万８，０００円の追加であります。 

 第２０款衛生費は、４１９万９，０００円の増額であります。その主なものは、

清掃費のし尿処理費で、合併処理浄化槽設置補助金３５３万２，０００円でありま

す。 

 第３０款農林水産業費は、７８万８，０００円の減額であります。増減の主なも

のは、農業費の農地費で、農道の維持補修費２３５万４，０００円の追加、農業集

落排水推進事業基金積立金３７２万４，０００円の追加、農業集落排水事業特別会

計繰出金１，１１６万８，０００円の減額、林業費の林業振興費で未整備森林緊急

公的整備補助金３７５万円の新規計上、これは未整備森林、間伐が必要な森林であ

ります、これの整備を地域の創意工夫により効果的に行うモデル事業としての取り

組みに対する補助金であります。 

水産業費の水産業振興費で、漁業経営開始円滑化事業補助金６３万４，０００円

の追加などであります。 

第３５款商工費は６３万６，０００円の増額であります。主なものは、観光費で

大山スポーツ施設活用補助金３０万円の新規計上で、町内公共施設を利用した合宿

誘致のためのパンフレット印刷費の二分の一を助成するものであります。 

第４０款土木費は、１，１８４万２，０００円の減額であります。その主なもの

は、道路橋梁費の道路維持費で、町道維持費２２９万８，０００円の追加、ロータ

リー除雪車については補助の目途が立たないため、３，０００万円の減額でありま

す。 

道路新設改良費では、町道種原大野線などの改良にかかる経費合わせて１，０８

２万５，０００円を追加いたしております。 

そのほか公共下水道費で、公共下水道事業特別会計繰出金４２８万２，０００円

を追加しております。 

第４５款消防費は、２２４万円の増額であります。主なものは、水道会計に対す

る消火栓維持管理費負担金１００万円の追加、自衛消防に対する消防施設整備費補

助金４８万８，０００円の追加であります。 

第５０款教育費は、５，８２８万９，０００円の増額であります。主なものは、
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教育総務費の教育振興費で、歳入の「読む・調べる」習慣の確立に向けた実践研究

事業補助金１，３５９万５，０００円を受けて、図書司書関係の賃金や図書備品購

入など合わせて１，３５９万８，０００円を新規計上、「子供読書の街」づくりに向

けた取組みを展開する予定といたしております。なお、この事業は国のモデル指定

を受けた全国で１０の市区町村で展開されるものであります。 

中学校費では、学校管理費で、全国中学校総合体育大会に参加した中山中学校陸

上部、名和中学校柔道部、大山中学校剣道部の大会派遣費合わせて１２９万３，０

００円、それから平成２０年度に計画している名和中学校耐震補強及び大規模改修

工事の設計委託料３，３１７万円、社会教育費の文化財費では、町道山村文珠領線

道路改良工事に伴う文珠領遺跡発掘調査事業７５０万円及び東坪寺の上遺跡発掘調

査事業１１０万円、保健体育費では、体育施設費で野球場の修繕費１１５万６，０

００円、大山スポーツ公園指定管理料２６４万６，０００円、学校給食費で、名和

学校給食センター屋根防水工事費１９９万５，０００円計上などであります。以上

で、議案第１１８号の提案理由の説明を終わります。 

次に議案第１１９号 平成１９年度国民健康保険特別会計補正予算(第１号)の提

案理由の説明を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ６３６万５，０００円を追加し、歳

入歳出予算総額をそれぞれ２３億９，０３１万３，０００円とするものであります。 

 歳入から説明いたします。 

 第５０款繰越金６３６万５，０００円の増は、前年度繰越金を増額計上するもの

であります。 

次に歳出について説明いたします。第５款総務費６５万３，０００円の増は、職

員手当、需用費等であります。  

第４５款諸支出金５７１万２，０００円の増は、保険税還付金と実績による過年

度分償還金であります。以上で議案第１１９号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１２０号 平成１９年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予

算（第 1 号）について提案理由のご説明をいたします。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１８２万４，０００円を増額して、

歳入歳出の総額をそれぞれ４億９，３０９万２，０００円とするものであります。 

 歳入から説明をいたします。 

 第５款診療収入では、第１０項外来収入１６５万１，０００円の増額であります。 

第３０款繰越金１７万３，０００円の増額であります。 

 次に歳出についてご説明をいたします。 

第５款総務費１７２万４，０００円の増額は、大山診療所長の退職に伴う人件費

６０２万３，０００円の減額と、大山診療所臨時医師賃金３６０万円及び代診医師 
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謝礼金２２８万円の増額、大山診療所敷地内排水工事に係る工事請負費９２万３，

０００円、大山口診療所の電子内視鏡が破損し、新たに経鼻内視鏡をリースで購入

する費用３１万円などであります。以上で議案第１２０号の提案理由の説明を終わ

ります。 

次に、議案１２１号 平成１９年度大山町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について提案理由の説明をいたします。 

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，０８５万５，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７億５，００３万円とするものであります。 

この補正予算は、年度内の保険給付費の不足が見込まれるための増額と前年度実績

に伴う国・県負担金及び介護保険料の還付金を増額補正するものであります。 

歳入から説明いたします。 

第１５款国庫支出金９２２万円の増は主に、保険給付費の増額に伴うものであり

ます。 

 第２０款支払基金交付金１，０５７万３，０００円の増は、保険給付費の増に伴

うものであります。 

第２５款県支出金４２６万９，０００円の増は、主に保険給付費の増額に伴うも

のであります。 

第３０款繰入金４３８万７，０００円の増は、保険給付費の町負担分及び包括支

援センター運営費を一般会計から繰入れするものであります。 

 第３５款繰越金を１，２４０万６，０００円増額して歳入、歳出を調整いたして

おります。 

次に歳出についてご説明申し上げます。 

第５款総務費６４万２，０００円の減は、職員給与費であります。 

第１０款保険給付費３，４１１万３，０００円の増は、今後必要な介護予防サー 

ビス等諸費を増額するものであります。 

第１５款地域支援事業費７６万４，０００円の増は、主に包括支援センター運営

事業費であります。 

第３０款諸支出金６６２万円の増は、第１号被保険者の死亡、転出等に伴う保険

料還付金及び前年度実績により確定した介護給付費及び地域支援事業費の国・県負

担金返還金であります。以上で議案第１２１号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１２２号 平成１９年度大山町介護保険事業特別会計補正予算（第

１号）について提案理由のご説明をいたします。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６万４，０００円を減

額して、歳入歳出の総額をそれぞれ３，４５７万４，０００円とするものでありま

す。 
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 歳入から説明をいたします。 

第２５款雑入６万４，０００円の減額であります。 

 次に歳出について説明をいたします。 

第１０款サービス事業費６万４，０００円の減額は、大山診療所長の退職に伴う

人件費２５０万９，０００円の減額、大山診療所臨時医師賃金２４０万円の増額、

介護サービス情報の公表制度に係る調査手数料４万５，０００円であります。以上

で議案第１２２号の提案理由の説明を終わります。 

次に議案第１２３号 平成１９年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）について提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、職員の人事異動による給与等の改正と施設の修繕料の増額を行なうもの

であります。 

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９８１万８，０００円を減額し、

歳入歳出それぞれ５億１,０１０万３，０００円とするものであります。 

 補正内容について歳入から説明いたします。 

第５款分担金及び負担金の１５７万８，０００円は、光徳地区の分担金を見込ん

でいます。 

第２５款繰入金の１,１１６万８，０００円の減額は、職員の異動等により一般会

計からの繰入金を減額しています。 

第３０款繰越金の９７万２，０００円の増額は、前年度繰越額の確定によるもの

であります。 

 第３５款諸収入の１２０万円の減額は、消費税の還付見込みにより減額いたして

おります。 

 次に歳出についてご説明いたします。 

 第５款事業費の９８１万８，０００円の減額は、職員の異動による給与等の減額

と施設修繕費の増額を調整いたしております。 

 第１０款公債費では金額の増減は無く、財源の変更を行なっています。以上で議

案第１２３号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１２４号 平成１９年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算（第

1 号）について提案理由のご説明を申し上げます。 

本案は、職員の人事異動に伴う職員給与等の変更と大山地区で行われている道路

改良に伴い、下水道を移転する必要が生じたので補正をするものであります。 

既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７２８万２，０００円を追加し、

歳入歳出それぞれ５億５，４８５万１，０００円とするものであります。 

補正内容について歳入から説明いたします。 

第２０款繰入金の４２８万２，０００円は、一般会計からの繰入金を見込んでお
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ります。 

第３０款諸収入の３００万円の増額は、県道改良に伴う下水管移転やマンホール

の嵩上げ工事補償費を見込んでいます。 

 次に歳出についてご説明申し上げます。 

 第５款事業費の７２８万２，０００円の増額は、職員の異動による給与等の変更

と県道改良に伴う補償工事費等を増額しております。以上で議案第１２４号の提案

理由の説明を終わります。 

議案第１２５号 平成１９年度大山町温泉事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５万５，０００円を追

加して、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５４６万５，０００円とするものでありま

す。 

 補正内容について歳入から説明します。 

第１５款繰越金１５万５，０００円の増額であります。 

 次に歳出について説明いたします。 

第５款公課費１５万５，０００円の増額は平成１８年度温泉事業運営に係る売上

金に対する消費税納付額の増によるものであります。以上で議案第１２５号の提案

理由の説明を終わります。 

次に、議案第１２６号 平成１９年度大山町宅地造成事業特別会計補正予算（第

１号）について提案理由のご説明をいたします。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額８，３４０万円に歳入歳出それぞれ５０万円

を追加して、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８，３９０万円とするものであります。 

 歳入からご説明します。 

 第１５款繰越金５０万円の増額は前年度繰越金であります。 

 次に歳出についてご説明します。 

 第５款宅地造成事業費の５０万円の増額は、当初計上しておりました５名分の紹

介者が既にありましたので、更に購入者謝礼金５名分を増額するものであります。 

 以上で議案第１２６号の提案理由の説明を終わります。  

次に、議案第１２７号 平成１９年度大山町情報通信事業特別会計補正予算（第

２号）について提案理由のご説明をいたします。 

本案は、工事遅延による違約金や、人件費、消耗品、工事請負費の増に伴い、既

定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４０万７，０００円を追加し、歳入

歳出それぞれ１億４，７６８万１，０００円とするものであります。  

補正内容について歳入からご説明いたします。 

第３０款諸収入の１４０万７，０００万円は、建設工事の遅延による違約金を見
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込んでおります。 

次に歳出についてご説明いたします。 

第５款総務費の１００万の増額の主なものは、番組作成等に係る時間外勤務手当

てが５０万円、カメラ用ビデオテープやＣＤなどの購入のための消耗品費が４２万

円であります。 

また、道路工事に係る中電柱やＮＴＴ柱の支障移転が予想以上に多くその都度、

光ファイバーケーブルの張替え工事が必要となるため、工事請負費を３００万円増

額し、その分、備品購入費を３００万円減額いたしております。 

第１５款予備費を４０万７，０００円増額して財源調整をいたしております。以

上で議案第１２７号の提案理由の説明を終わります。 

議案第１２８号 平成１９年度大山町水道事業会計補正予算（第２号）について

提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、収益的収入及び支出を補正するものであります。 

まず、収益的収入の、第１項営業収益の１００万円の増額でありますが、一般 

会計より消火栓の維持管理負担金として受け入れるものであります。 

 つづいて、支出の第１項営業費用の６５万６，０００円の増額でありますが、旧

大山淀江料金所に再給水の申請があり米子市より浄水の受入費用として２２万１，

０００円、職員の扶養手当等の増加分が１３万２，０００円、水道料金等の検討委

員会の委員謝礼として３０万３，０００円を計上いたしております。以上で議案第

１２８号の提案理由の説明を終わります。 

 以上で終わります。以上で議案第１２８号の提案理由の説明を終わります。   

─────────────────・───・─────────────── 

日程第４０ 総務常任委員会の調査報告について 

○議長（鹿島 功君） 日程第４０、総務常任委員会の調査報告についてを議題に 

します。委員長の報告を求めます。総務常任委員長、椎木 学君。 

○総務常任委員長（椎木 学君）  報告いたします。去る８月６日から９日にかけ

まして、総務常任委員会では、北海道白老町・夕張市に視察を行いました。 

 視察の目的でございますが、現在地方分権の推進や多様化する行政ニーズ、厳し

い財政事情など、近年地方公共団体を取り巻く環境は急激に変わりつつあります。 

今後益々進展する住民自治に対応する議会づくり、議会運営のあり方、議員一人ひ

とりの資質の向上が求められているところです。このような厳しい環境の中、白老

町おいては、早くから情勢の変革を読み取り、開かれた議会・信頼される議会を目

指してこられています。白老町の先進事例に学び、今後の大山町議会運営のあり方

を模索する目的としております。 

また、全国的に地方行財政の困難が指摘されるなか、行政破綻の実態、財政再建
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計画、議会改革の検証と今後の取り組み等の状況を視察研修し、破綻回避と議会の

改革・活性化の一助とするものであります。 

詳細はこの報告書に記載してございますが、まとめといたしまして、若干ご報告

申し上げます。 

夕張につきましては、県の協力を得まして事前に研修をさせていただきました、

こちらの方で。実際に夕張にまいりまして、確かに国の政策変更に翻弄されてきた

という状況もありますが、執行部、議会の高い能力・資質が求められている状況と、

議会の５年、１０年先を見る先見性がいかに大切さかを身をもって体験したような

次第であります。他山の石ではないとは痛切に感じたところでございます。 

また白老町でございますが、時代が急速に変化するなか、行政は道州制など、住

民も要求と負担との整合性などについて模索しているように見えるこの頃でありま

す。議会を活性化することは、議員として、議会全体として理解し合い進めていく

ことが大事だと思います。 

町の財政事情を十分考慮し、経費の節減と効率化、事業の整合性など、ますます

難しい行政運営が必要となっています。白老町の一般会計と特別、企業会計も含め

たバランスシートの作成など、開かれた議会作りに対する様々な施策、実施等、こ

れから私たちの町が進まなければならない、あるいは、改善しなければならない道

標が見えたように思います。 

研修にあたって、わが町の優れたところも逆によく理解もできました。今後、さ

らに議員各位が自己啓発しながら良いところは伸ばし、改革すべきところは早急に

実施し、町民のための議会づくりを目指す必要性を感じたところであります。以上、

詳しくはお手元の報告書に記載してございますが、簡潔にご報告申し上げました。

よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿島 功君） ただいまの委員長報告に対して質疑があれば受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鹿島 功君） これで、総務常任委員会の調査結果の報告を終わります。 

─────────────────・───・─────────────── 

日程第４１ 教育民生常任委員会の調査報告について 

○議長（鹿島 功君）  日程第４１、教育民生常任委員会の調査報告についてを議

題にします。委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長、秋田美喜雄君。 

○教育民生常任委員長（秋田美喜雄君）  教育民生常任委員会では８月６日～９日

において総務常任委員会と合同で恵庭市、白老町、夕張を研修に行ってまいりまし

て、その中で教育民生委員会としては恵庭市の子育て支援を研修してまいりました。 

 で、研修目的は、現在札幌近隣の町から、子育てに関心のある人たちに熱い視線

がこの恵庭市に注がれている。市においては、子育てを核心戦略に位置づけたまち
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づくりに挑戦を始めたからである。そして、今まさに次世代を担う子どもたちを安

心して生み、健やかに育てる地域づくりを最重要課題とする行政が進められている

ところである。 

そこで、子育て教育を行政課題として推進を図りつつある大山町にとって、貴重

な先進事例であり、事業推進の状況や今後の方向性の参考とさせていただくことを

目的に研修してまいったものであります。 

詳細はお手元に配布してあるとおりでございますが、総括として、少子化は、今

や国にとっても、多くの自治体にとっても深刻な重要問題となっている。恵庭市に

おいては、市民の現状とニーズを的確にとらえ、プランだけにしがみついているの

ではなく、具体的な施策を糧としながら、前へ進んでいこうとしている姿が見受け

られる。また、市民の現状とニーズを踏まえるということは、その計画が多くの市

民の理解と協力を得ることにつながっていくことに他ならないと考える。現にブッ

クスタート事業や、現在進められている親主体のプレイセンター事業等、ボランテ

ィア活動の広がりがそのことを実証している。多くの市民がこの事業の大切さと意

義をよく理解し、楽しみながらさりげなく活動し、市の支援体制をうまく活用しな

がら、大きな輪となっている点が強く印象に残った。また担当職員が、子育ての理

念をよく理解し、湧き上がるような使命感と熱意をもって自発的に取り組んでいる

姿が非常に印象的に感じて帰ってまいりました。以上です。よろしくお願いします。  

○議長（鹿島 功君） ただいまの委員長の報告に対して質疑があれば受けます。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鹿島 功君） これで、教育民生常任委員会の調査報告を終わります。  

─────────────────・───・─────────────── 

日程第４２ 経済建設常任委員会の調査報告について 

○議長（鹿島 功君） 日程第４２、経済建設常任委員会の調査報告についてを議

題にします。委員長の報告を求めます。経済建設常任委員長、足立敏雄君。 

○経済建設常任委員長（足立敏雄君）  経済建設常任委員会視察調査報告書を報告

させていただきます。 

私たちの委員会は、７月４日から７月６日まで２泊３日ということで、そちらの

資料にも出しておりますように、三重県、長野、滋賀という形であの辺りの３カ所

を回ってきております。ここを選んだ理由といいますのは、調査目的の方に書いて

おりますが、大山町の産業・経済の活性化を図っていく上で、大山ブランドの確立

と大山を始めとする地域資源の有機的活用を伴う観光振興が喫緊の課題であること

から、体験型観光、それから地域ブランドづくりの先進事例を視察すると。これは

町長が今大変意気込んでやっていただいております大山恵みの里構想の具現化に必

ず役立つだろうということでここの３カ所を選んで視察を行なってまいりました。 
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一箇所一箇所の視察の細かいところはお手元の資料の方でご覧になっていただき

たいと思います。最後にまとめとして書いておりますので、そこのところはちょっ

と読ませていただきたいと思います。 

  今回視察した先進地は、それぞれ地域の資源を見つめなおし、磨き上げ、さまざ

まな努力を経て「成功」に到っている。この３カ所ともスムーズな形での現在の姿

があるわけじゃないということを是非ご理解いただきたいと思います。その作業は、

正しく本町において取り組みを始めた「大山恵みの里」で行なおうとしていること

に他ならない。先進地で感じられたのは、明確なコンセプトや「こだわり」がある

ということ。コンセプトを練り上げるために、繰り返し膝詰で話し合い、「こだわり」

の為に努力し、「顧客」に対しても安易に妥協しない。そうした誠実さ、姿勢が、「顧

客」に伝わることで根強いリピーターを増やしていっている。 

そうした取り組みを行なうのも「人」、取り組みをまとめリードしていくのも「人」。 

地域資源は他地域に比して決して見劣りしない本町にとって、「大山恵みの里」を如

何に具体化していくかは、まさに正しく「人づくり」に掛かっているのではないか

というのがまとめです。よろしくお願いします。  

○議長（鹿島 功君） ただいまの委員長報告に対して質疑があれば受けます。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鹿島 功君） ないようでありますので、これで経済建設常任委員会の

調査報告を終わります。 

─────────────────・───・─────────────── 

散会報告 

○議長（鹿島 功君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。次会は、明日１

３日に会議を開きますので、９時３０分までに本議場に集合してください。本日は、

これで散会します。 ご苦労さまでした。 

─────────────────・───・─────────────── 

午後２時１２分 散会 

        

 


